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１－１ 沿 革 
 





さいわい、1962 年第 40 回国会において、これに要する予算が認められるとともに国立学校設置
法の一部改正を見るに至り、同年 4 月 1 日から発足したものである。開設当初は、まず産業構造、
比較産業の 2 研究部門を以て発足し、1964 年には地域経済、資源経済の 2 研究部門が増設され、ま
た、1966 年には計画経済、産業統計の 2 研究部門が増設されて 6 研究部門となった。さらに 1977
年 4 月には環境経済研究部門、1979 年には比較経済体制研究部門、1981 年 4 月には現代経済分析
研究部門（客員）がそれぞれ増設された。また、1983 年 4 月には比較経済分析研究部門（外国人客
員）が増設され、1993 年 4 月に国際政治経済研究部門（外国人客員）に改組された。 
1986 年 4 月には、客員部門を除き、既設の 8 研究部門を、数量産業分析、経済計画、資源環境、
比較経済の 4 大研究部門、12 研究領域に改組、1991 年 4 月に研究領域が増設され、13 研究領域と
なった。その後 1994 年 4 月に資産経済研究部門が増設され、5 大研究部門 15 研究傾域となった。
2000 年 4 月に金融工学研究センターが設置され、2001 年 10 月には野村証券グループの寄附により
「応用金融工学寄附研究部門」（2004 年 9 月までのところ更新され、2007 年 9 月まで）が開設され
た。また、2002 年 4 月には経済計画研究部門を複雑系経済研究部門に改称した。 
2004 年 4 月には 5 大研究部門１センターを経済情報解析、経済制度、公共政策の 3 大研究部門と
金融工学、複雑系経済の 2 研究センターに改組すると共に、東京分室を開設した。2005 年 7 月には
先端政策分析研究センターが設置され、また、2007 年 4 月には日本漢字能力検定協会の寄附により
「教育経済学研究部門」（2010 年 3 月 31 日まで）が、同年 10 月には野村グループの寄附により「伊
藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）数理ファイナンス研究部門」（2010 年 9 月 30 日まで）
が設置された。 
2008 年グローバル COE（慶應義塾大学連携）プログラム実施に伴い、8 月に連携連絡ベースとし
て東京分室内に東京（丸の内）オフィスを開設（2012 年 1 月 31 日まで）、9 月に教育・研究実施ベ
ースとして東京（三田）オフィスを開設した。 
研究所の建物は本部構内に鉄筋コンクリート 3 階建延ベ 2,241.8 ㎡が経済研究所建築後援会から
の建築寄附により、1965 年 5 月書庫とあわせて新築された。 
その後、1981 年 4 月、同本館建物は所内の全面改装と併せて 4 階部分が増築、また、平成 9 年度
には営繕により地下部分が改修され、4 階建て延べ 3,150 ㎡の面積を有することとなった。 
2008 年 3 月附属図書館別館が耐震改修工事を終了し、新たに経済研究所北館として引き渡しを受
けた。 
また、同年 12 月には、工学部総合研究 2 号館 4 階南側 816 ㎡のフロアを研究室・講義室スペー
スとして引き渡しを受けた。 
2009 年 4 月には、公共政策研究部門を経済戦略研究部門に改称した。 
2010 年 4 月には、附属金融工学研究センターが、ファイナンス研究部門に改組され、また、「先
端経済理論の国際的共同研究拠点」として、共同利用・共同研究拠点に認定された（2016 年 3 月ま
で）。さらに、連携ユニットとして、「統合複雑系科学国際研究ユニット」（2015 年 3 月 31 日まで）
が新設され、生存基盤科学研究ユニットにも参画することになった。 





年 表  
1962 年 3 月 昭和 37 年法律第 36 号の公布により、国立学校設置法の一部が改正され、経済
研究所の京都大学附置が決定される。 
1962 年 4 月 経済研究所が創設され、産業構造及び比較産業の 2 研究部門をもって発足する。 
1962 年 5 月 京都大学本部構内に事務部を開設する。 
1962 年 12 月 京都大学経済研究所建築後援会が設立される。 
1963 年 8 月 左京区吉田下阿達町仮建物に移転する（研究室の一部は西部構内に存続）。 
1964 年 4 月 文部省令第 10 号により、地域経済、資源経済の 2 研究部門が増設される。 
1964 年 7 月 前記建築後援会による新館建築が着工される。 
1965 年 5 月 新館竣工し、建築後援会より引渡しを受ける。 
    新館に移転する。 
1966 年 4 月 文部省令第 24 号により、計画経済、産業統計の 2 研究部門が増設される。 
1968 年 4 月 産業構造、資源経済、産業統計の 3 研究部門が実験部門となる。 
1972 年 10 月 創立 10周年にあたり記念パーティーならびに所内において記念学術講演会を開
催する。 
    創立 10 周年にあたり記念パーティーならびに大阪・朝日新聞ホールにおいて記
念学術講演会を開催する。 
1976 年 4 月 地域経済研究部門が実験部門になる。 
1977 年 4 月 文部省令第 15 号により環境経済研究部門が増設される。 
1978 年 4 月 計画経済研究部門が実験部門となる。 
1979 年 4 月 文部省令第 12 号により比較経済体制研究部門が増設される。 
1981 年 4 月 文部省令第 12 号により現代経済分析研究部門（客員）が増設される。 
    本館研究棟を 4 階建に増築した。 
1982 年 11 月 創立 20周年にあたり大阪府立文化情報センターにおいて記念学術講演会を開催
する。 
1982 年 12 月 創立 20 周年にあたり所内において記念学術講演会を開催する。 
1983 年 4 月 文部省令第 11 号により比較経済分析研究部門（外国人客員）が増設される。 
1986 年 4 月 文部省令第 19 号により、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済の大研
究部門となり、12 研究領域に改組される。 
1991 年 4 月 1 研究領域が増設され、13 研究領域となる。 
1992 年 10 月 創立 30 周年にあたり経済学部において記念講演会を開催する。 
    創立 30 周年にあたり豊中・干里ライフサイエンスセンターにおいて記念シンポ
ジウムを開催する。 
1993 年 3 月 比較経済分析研究部門（外国人客員）の時限が到来した。 
1993 年 4 月 文部省令第 19 号により国際政治経済研究部門（外国人客員）が新設される。 




2000 年 4 月 附属金融工学研究センターが新設される。 
2001 年 10 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が新設される。
（2004 年 9 月 30 日まで） 
2002 年 4 月 国立学校設置法の一部を改正する法律により経済計画研究部門が複雑系経済研
究部門に改称される。 
2002 年 10 月 創立 40周年にあたり京都市国際交流会館において記念シンポジウムならびに記
念祝賀会を開催する。 
2002 年 11 月 創立 40 周年にあたり東京・学術総合センター（一橋記念講堂）において記念シ
ンポジウムならびに記念祝賀会を開催する。 
2004 年 2 月 ロチェスター大学マッケンジー名誉教授に京都大学名誉博士の称号が授与され
る。 
    ロチェスター大学マッケンジー名誉教授から寄贈された蔵書により、マッケン
ジーライブラリーを開設する。 
2004 年 4 月 経済情報解析、経済制度、公共政策の３大研究部門と金融工学、複雑系経済の
２研究センターに改組される。 
    東京丸の内に経済研究所東京分室が開設される。 
2004 年 10 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」の設置期間が 2007
年 9 月 30 日までに更新される。 
2005 年 7 月 附属先端政策分析研究センターが新設される。 
2006 年 8 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が「応用金融工
学（野村グループ）寄附研究部門」に改称される。 
2007 年 4 月 寄附研究部門「教育経済学研究部門」が新設される。（2010 年 3 月 31 日まで） 
2007 年 10 月 寄附研究部門「伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）数理ファイナン
ス寄附研究部門」が新設される。（2010 年 9 月 30 日まで） 
2008 年 3 月 附属図書館別館が耐震改修工事終了。新たに経済研究所北館となり引き渡しを
受ける。 
2008 年 8 月 GCOE（慶應義塾大学）プログラム実施に伴い、連携連絡ベースとして東京分室
内に東京（丸の内）オフィスを開設する。（2012 年 1 月 31 日まで） 
2008 年 9 月 GCOE（慶應義塾大学）プログラム実施に伴い、教育・研究実施ベースとして東
京（三田）オフィスを開設する。 
2008 年 12 月 工学部総合研究 2 号館 4 階南側 816 ㎡のフロアを経済研究所に研究室・講義室
スペースとして引き渡しを受ける。 
2009 年 4 月 公共政策研究部門が、経済戦略研究部門に改称される。 
2010 年 4 月 附属金融工学研究センターが、ファイナンス研究部門に改組される。 
    「先端経済理論の国際的共同研究拠点」として、共同利用・共同研究拠点に認
定される。（2010 年 4 月～2016 年 3 月） 
    連携ユニットとして、「統合複雑系科学国際研究ユニット」が新設される。 
（2015 年 3 月 31 日まで） 
    生存基盤科学研究ユニットに参画する。 





岸本 誠二郎 昭和 37 年 4 月 1 日 ～ 昭和 41 年 3 月 31 日 
青山 秀夫 昭和 41 年 4 月 1 日 ～ 昭和 46 年 11 月 30 日 
馬場 正雄 昭和 46 年 12 月 1 日 ～ 昭和 49 年 3 月 31 日 
森口 親司（事務取扱） 昭和 49 年 4 月 1 日 ～ 昭和 49 年 7 月 15 日 
尾上 久雄 昭和 49 年 7 月 16 日 ～ 昭和 53 年 7 月 15 日 
行澤 健三 昭和 53 年 7 月 16 日 ～ 昭和 55 年 2 月 8 日 
宮崎 義一（事務取扱） 昭和 55 年 2 月 8 日 ～ 昭和 55 年 3 月 31 日 
宮崎 義一 昭和 55 年 4 月 1 日 ～ 昭和 58 年 4 月 1 日 
尾上 久雄 昭和 58 年 4 月 2 日 ～ 昭和 61 年 3 月 31 日 
馬場 正雄 昭和 61 年 4 月 1 日 ～ 昭和 61 年 10 月 27 日 
小池 和男（事務取扱） 昭和 61 年 10 月 27 日 ～ 昭和 61 年 12 月 13 日 
小池 和男 昭和 62 年 1 月 1 日 ～ 昭和 63 年 3 月 31 日 
杉本 昭七 昭和 63 年 4 月 1 日 ～ 平成 2 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 2 年 4 月 1 日 ～ 平成 6 年 3 月 31 日 
福地 崇生 平成 6 年 4 月 1 日 ～ 平成 7 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 7 年 4 月 1 日 ～ 平成 11 年 3 月 31 日 
藤田 昌久 平成 11 年 4 月 1 日 ～ 平成 13 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 13 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日 
西村 和雄 平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 22 年 3 月 31 日 
矢野  誠 平成 22 年 4 月 1 日 ～ 平成 24 年 3 月 31 日 






岸本 誠二郎 昭和 41 年 4 月 2 日 
青山 秀夫 昭和 48 年 4 月 2 日 
尾上 久雄 昭和 61 年 4 月 1 日 
宮崎 義一 平成 2 年 1 月 23 日 
瀬尾 芙巳子 平成 5 年 4 月 1 日 
杉本 昭七 平成 8 年 4 月 1 日 
森口 親司 平成 9 年 3 月 4 日 
福地 崇生 平成 9 年 3 月 4 日 
青木 昌彦 平成 13 年 3 月 6 日 
佐和 隆光 平成 18 年 4 月 1 日 
上原 一慶 平成 19 年 4 月 1 日 
坂井 昭夫 平成 19 年 4 月 1 日 
藤田 昌久 平成 19 年 4 月 1 日 
塚谷 恒雄 平成 20 年 4 月 1 日 
西村 和雄 平成 22 年 4 月 1 日 
若杉 隆平 平成 24 年 4 月 1 日 
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端経済分析のインターフェイス拠点の形成」が、21 世紀 COE プログラムの社会科学分野において選
定されている。また、COE 以外の科学研究費補助金など、外部資金の受け入れも高水準を維持して
















































６．第 1 期中期計画終了時点での経済研究所の研究組織 
上記した研究組織の改組・増員が実現されると、経済研究所は 3 研究部門、2 研究センター、そし
て研究分野全体に跨る先端経済分析研究推進機構により構成される研究組織を持ち、30 人の教員に
加え、国内外客員研究員、ポスドク研究員、非常勤講師、招へい外国人研究者等から成る、日本の
経済学研究において質量共に屈指の研究陣を擁する最大研究拠点となる。21 世紀 COE プログラムの
政策目標は優れた研究者を糾合し、世界的な研究成果をもたらす研究拠点の形成であるが、経済研









































平成 16 年度 
（１）複雑系経済研究センターの新設（定員 1 名増） 
複雑系経済研究部門を改組し、複雑系経済研究センターを新設する。また、残り 4 部門と金












平成 17 年度 
（１）先端経済分析研究推進機構の新設（定員 2 名増） 
（２）研究支援部門の新設 
・研究支援センター、ＩＴ管理室(仮称)の研究支援事務部門を新設する。 
・研究支援センターに常勤の専門担当者 1 名を配置する。 
・ＩＴ管理室：所内ＬＡＮの管理、データセンターの管理・運営のため、現在の計算機委員会




平成 18 年度 
先端経済分析研究推進機構の増員（定員 2 名増）  
 
平成 19 年度 
















成 9 年から平成 19 年）が約 47.3 件（一名当たり 1.9 件）、SSCI（Social Science Citation Index）
における一名当たり論文被引用数（昭和 46 年から平成 19 年）が 175.6 件であり、研究活動が極め
て活発に継続されている。また、21 世紀 COE プログラム「先端政策分析のインターフェイス拠点
の形成」を推進するほか、研究所内に各種の研究センターを設置し、経済学分野の先端的国際研究
拠点として活発に共同研究を行い、複雑な社会・経済問題に対処するための学際的研究を推進して
きた。さらに、International Journal of Economic Theory を刊行してきた。研究資金の獲得状況に
ついては、平成 16 年度から平成 19 年度の各年度における科学研究費補助金の採択率がそれぞれ
61.1％、70.6％、75.0％、89.5％と極めて高く、受入れ金額合計が 5,830 万円、4,340 万円、3,720
万円、3,129 万円である。その他の競争的外部資金の受け入れ状況は、21 世紀 COE プログラムが
１件、平成 16 年度から平成 18 年度の各年度の寄付金がそれぞれ 4,150 万円、4,227.5 万円、7,190
万円であり、受託研究費は 910 万円、5,592 万円、6,148 万円と急増している。この間、寄附講座
を延べ３件開設したことなどは、優れた成果である。 
特に、主要国際学術誌掲載論文数（平成 9 年から平成 19 年）が 47.3 件（一名当たり 1.9 件）、SSCI



























































































































































































































 2009年度 2010年度 2011年度 
教 授 18 16 16 
准 教 授 7 6 6 
講 師 0 0 0 
助 教 3 3 3 
計 28 25 25 
 
事 務 職 員 10 9 9 
非常勤職員 46 43 34 




 教 授 准教授 講 師 助 教 
教員の平均年齢 53歳 39歳 ―歳 34歳 
平均勤続年数  23年 11年 ―年 3年 


























所 長  矢野 誠 





教 授  照山博司  マクロ計量経済分析 
教 授  小佐野 広 ミクロ計量経済分析 
准教授  奥井 亮  ミクロ計量経済分析 
 
非常勤講師  佐々木 弾 「産業組織理論と契約理論」（東京大学社会科学研究所 教授） 






教 授  溝端 佐登史  制度の経済分析 
教 授  原 千秋    組織の経済分析 
教 授  若杉隆平    国際貿易と経済成長の経済分析 
教 授  三野和雄    国際貿易と経済成長の経済分析 
 
非常勤講師  谷本寛治 「企業社会の社会経済システム論的分析」 
（一橋大学大学院商学研究科 教授） 
非常勤講師  水島淳恵 「経済成長論」（小樽商科大学商学部 准教授） 
 
研究支援推進員  上田真子 
研究支援推進員  堀部 恵美子 






教 授  今井晴雄  ゲーム理論 
教 授  有賀 健  環境・公共政策 
教 授  梶井厚志  市場経済戦略 
准教授  関口 格  ゲーム理論 
 
非常勤講師  渡邉直樹 「経済戦略の動学ゲーム分析」 
（筑波大学大学院システム情報工学研究科 准教授） 
非常勤講師  宮川敏治 「経済戦略の動学ゲーム分析」（大阪経済大学経済学部 准教授） 
 
研究支援推進員  岡村美香（～2012.1.31） 
事務補佐員    西村法子 





教 授  柴田章久  リスク管理 
教 授  矢野 誠  市場の質 
教 授  西山慶彦  金融計量経済分析 
助 教  岩佐和道  金融計量経済分析（2011.4.1～） 
 
 
外国人研究員（客員教授）   CHANG, Fwu-Rang（2010.9.1～2011.5.25） 
「経済成長理論」 
 




外国人研究員（客員教授）   孫 寧（2011.11.11～2012.3.11） 
「複数財オークションにおける効率的価格調整」 
 
外国人研究員（客員教授）   Byung-Yeon Kim（2011.9.1～2012.5.31） 
                「市場経済移行と比較経済学」 
 




非常勤講師  大屋幸輔 「時系列解析と金融・マクロ経済学への応用」 
（大阪大学大学院経済学研究科 教授） 
非常勤講師  工藤教孝 「非対称情報科の資産価格変動について」 
（北海道大学大学院経済学研究科 准教授） 
 
研究員（研究機関）  田中藍子 「マクロ経済学における均衡の不決定性の分析を行う」 
（～2012.1.31） 






客員教授   北川章臣 「市場・組織の共進化と経済成長への影響」 
（2011.4.1～2012.3.31）        （東北大学大学院経済学研究科 教授） 
 
客員准教授  藤原克美 「消費生活の発展と経済体制－ソ連の消費財生産の実態から－」 
（2011.4.1～2011.9.30）      （大阪大学世界言語研究センター 准教授） 
 
客員准教授  安達孝教 「構造推定アプローチに基づく実証ミクロ経済分析：動学的労働供
給を中心に」 






教 授  森 知也      空間経済学 
教 授  新後閑 禎     経済動学 
教 授  中嶋智之      複雑系経済学 
 
非常勤講師  広瀬恭子 「都市システムの自己組織化シミュレーション分析手法の構築」 
（九州産業大学経済学部 准教授） 
非常勤講師  高山雄貴 「都市システムの自己組織化シミュレーション分析手法の構築」 
（愛媛大学工学部環境建設工学科 助教） 
 






教 授  一方井 誠治 （～2011.7.31）グローバル･ポリシー 
教 授  横田正文   （～2011.7.31）コミューナル･ポリシー 
教 授  大森恵子   （2011.8.1～） 
准教授  上田淳二   （～2011.7.31）ファイナンシャル・ポリシー 
准教授  丸山達也   （～2011.7.31）グローバル･ポリシー 
准教授  八代尚光   （～2011.7.31）コミューナル･ポリシー 
准教授  中澤正彦   （2011.8.1～） 
准教授  鈴木将覚   （2011.8.1～） 
准教授  佐藤正弘   （2011.8.1～） 
准教授  佐分利応貴  （2011.10.1～） 
 
研究員（産官学連携）  行本 雅 
研究員（産官学連携）  平野大昌 
研究員（産官学連携）  栗田郁真 
研究員（産官学連携）  堀 勝彦 
研究員（産官学連携）  新居理有（～2011.8.31） 
  研究員（産官学連携）  小寺 剛（2011.10.1～） 
 
事務補佐員  澤田知子 （～2011.12.31） 
事務補佐員  野崎奈々  
事務補佐員  中川加奈子（2011.12.20～） 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  張 紅咏 
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【研 究 部 門 】 
 
特定助教（グローバルCOE）  小松原 崇史 
特定教授（グローバルCOE）  阿部光敏（2011.4.1～2012.3.31） 
 
研究員 （グローバルCOE）  西村和雄（特任教授） 
研究員 （グローバルCOE）  高田 公 
研究員 （グローバルCOE）  森田忠士（2011.7.4～2012.3.31） 
研究員 （グローバルCOE）  田中藍子（2012.2.1～） 
 
教務補佐員  田宮 すみ恵 
教務補佐員  奥田 由美子 
教務補佐員  大津敦子 
教務補佐員  杉山音羽 
教務補佐員  稲川 三千代 
教務補佐員  岡村美香（2012.2.1～） 
事務補佐員  島本景子 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  小寺 剛 （2011.7.14～2011.9.30） 
 
 
研究員（科学研究）  藤田昌久（特任教授） 
 
事務補佐員  泉 美智子（～2012.1.31） 
 
 
【事 務 部】 
 
事務長  林 晴夫 
 
総務掛  松浦千鶴（掛長） 隅井利和（主任） 原 裕美（掛員） 








図書掛  松田泰代（掛長）（～2011.7.31） 西村暁子（掛長）（2011.8.1～）  


























































阿部光敏    グローバルCOE特定助教に採用 
 













一方井誠治   先端政策分析研究センター教授 辞職 
 
横田正文    先端政策分析研究センター教授 辞職 
 
上田淳二    先端政策分析研究センター准教授 任期満了により退職 
 
丸山達也    先端政策分析研究センター准教授 辞職 
 
八代尚光    先端政策分析研究センター准教授 辞職 
 
2011年８月１日 
大森恵子    先端政策分析研究センター教授  採用 
 
中澤正彦    先端政策分析研究センター准教授 採用 
 
鈴木将覚    先端政策分析研究センター准教授 採用 
 




外国人研究員（客員教授）に任命     （雇用期間2012年5月31日まで） 
 
2011年10月1日 








外国人研究員（客員教授）に採用  （雇用期間2012年3月10日まで） 
 
2012年3月11日 
Sergey V. Zakharov（ロシア高等経済大学院准教授） 
外国人研究員（客員准教授）に採用  （雇用期間2012年9月1日まで） 
 
2012年3月31日 




阿部光敏    グローバルCOE特定助教 辞職 






佐々木 彈 「産業組織理論と契約理論」 
（東京大学社会科学研究所 教授） 
 
黒住英司  「経済時系列解析」 
（一橋大学大学院経済学研究科 教授） 
 
谷本寛治  「企業社会の社会経済システム論的分析」 
（一橋大学大学院商学研究科 教授） 
 
水島淳惠  「経済成長論」 
（小樽商科大学商学部 准教授） 
 
渡邊直樹  「経済戦略の動学ゲーム分析」 
（筑波大学大学院システム情報工学研究科 准教授） 
 
宮川敏治  「経済戦略の動学ゲーム分析」 
（大阪経済大学経済学部 准教授） 
 
大屋幸輔  「時系列解析と金融・マクロ経済学への応用」 
（大阪大学大学院経済学研究科 教授） 
 
工藤教孝  「非対称情報化の資産価格変動について」 
（北海道大学大学院経済学研究科 准教授） 
 
広瀬恭子  「都市システムの自己組織化シミレューション分析手法の構築」 
（九州産業大学経済学部 准教授） 
 






Bobrova, Olga  「Comparative Study of the Corporate Social Responsibility in Japan and in Russia」 
（2011年8月25日～2011年12月25日）        （サンクト・ペテルブルグ国立大学 講師） 
 







Ershova, Nina  「Special Features of Japanese Approach Towards Investment Projects’ in Russia」 





田中藍子    「マクロ動学モデルにおける均衡の決定性に係る研究」 




研究員（グローバルCOE）  西村和雄（特任教授） 
研究員（グローバルCOE）  高田 公（ ～2012.3.31） 
研究員（グローバルCOE）  森田忠士（2011.7.4～2012.3.31） 
研究員（産官学連携）    小寺 剛（2011.10.1～ ） 
研究員（産官学連携）    行本 雅 
研究員（産官学連携）    栗田郁真 
研究員（産官学連携）    堀 勝彦（ ～2012.3.31） 
研究員（産官学連携）    平野大昌 
研究員（産官学連携）    新居理有（ ～2011.8.31） 












髙橋宏幸    「改革・開放政策以降の中国産業発展に関する研究」 
（2010年4月1日～2011年3月31日） 
 










2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 
人 件 費 486,647 408,602 432,230 356,796 396,450 










2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 
特別推進研究 件数 0／0 0／0 0／0 0／1 1／1 
 金額 0 0 0 0 57 
特定領域研究 件数 0／0 0／0 0／0 0／0 0／0 
 金額 0 0 0 0 0 
新学術領域研究 件数 0／0 0／1 0／1 0／0 0／0 
 金額 0 0 0 0 0 
基盤研究 件数 9／9 11／16 11／11 11／11 11／11 
 金額 35 34 31 33 21 
萌芽的研究 件数 1／1 0／0 0／0 0／0 0／0 
 金額 1 0 0 0 0 
若手研究 件数 6／11 6／9 2／2 2／2 1／1 
 金額 5 5 1 1 1 
計 件数 16／21 17／26 13／14 13／14 13／13 
 金額 41 39 32 34 79 







名 称 2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007年度 
先端経済分析のインター
フェイス拠点の形成 









2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 
市場の高質化と市場インフラの総合的
設計（慶応義塾大学連携） 
110,760 103,038 79,260 64,303 
人間行動と社会経済のダイナミクス
（大阪大学連携） 
23,140 19,097 14,690 14,400 








項 目 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 
民間等との共同研究 
件数 2 3 2 2 2 
金額 20 18 20 20 21 
寄 附 金 
件数 5 5 2 1 7 
金額 51 55 20 0.3 9 
受託研究費 
件数 4 4 4 4 4 
金額 159 166 29 34 18 
計 
件数 11 12 8 7 13 
金額 230 239 69 54.3 48 
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区 分 図 書 冊 数 雑 誌 種 類 数 
和 書 41,151 冊 2,678 種 
洋 書 39,361 冊 1,213 種 





















２－５ 敷地と建物 （2012年3月31日現在） 
 
敷 地  京都市左京区吉田本町（京都大学本部構内）         890㎡ 
建 物  鉄筋コンクリート４階建 （本館） 

































































































































年には、複雑系経済の拠点形成に対し科学研究費（平成 9－13 年は COE 形成基礎研究費、平成 14
－15 年は COE 特別推進経費）の助成を受け、この間、数次の学際・国際コンファレンスを主催し、
多くの海外研究者との共同研究を通して、研究所内外の研究者とこの分野の世界的拠点としての重
要な業績を挙げてきた。本センターの設立は、COE 形成研究費助成期間の完了を受け、複雑系経済
















【先端政策分析研究センター】Research Center for Advanced Policy Studies 
 




本センターは、2005 年 7 月に、経済研究所内に設置され、政策の実務を担う中央官庁から派遣さ
れた任期付き教員を中心に、経済研究所の専任教員の高度な理論・実証研究に関する知見や研究ネ






































公募プロジェクトの審査は、専門研究領域を考慮して、所内委員 5 名、所外委員 5 名からなる共
同利用・共同研究専門部会が実施し、審査結果に基づいてプロジェクトの採否を運営委員会が決定
する。平成 23 年度は、「市場と組織のミクロ経済理論」を重点的な研究課題（メインテーマ研究課
題）とし、一般研究課題と合わせて、以下の 10 件が採択された。 
 





「リアルオプション問題の戦略的状況への拡張」 渡辺隆裕 首都大学東京大学院社会科学研究科 


















































Global COE Programs 
「市場の高質化と市場インフラの総合的設計」(慶應義塾大学・京都大学連携拠点) 







2008 年 2 月提出）では、「サブプライム問題 …など、現代経済の多くの問題が市場の質の低さに起
因する」と強調し、深刻な危機に至る危惧を表明した。この危惧は 2008 年 9 月の世界金融危機に
よって現実となり、2009 年 2 月には日本学術会議と共同で緊急シンポジウムを開くなど、「市場の
質理論」の重要性が広く認識されるようになった。 









また、京都大学経済研究所は、2005 年に 21 世紀 COE「先端経済分析のインターフェイス拠点の
形成」の活動の一環として、慶應義塾大学 21 世紀 COE と共同で、経済理論の国際専門誌
International Journal of Economic Theory をイギリスの Blackwell 社（2007 年から Wiley-Blackwell




International Journal of Economic Theory を 2008 年より継承し、発刊３年後にして Social 





Global COE Programs 
「人間行動と社会経済のダイナミクス」(大阪大学・京都大学連携拠点) 

















研究成果を国際的に発表していく能力である。博士課程の学生は、GCOE 集中講義や GCOE ワーク
ショップ・コンフェレンスへの参加を通じて世界最先端の研究成果に日常的に触れるとともに、本





ICAM Kyoto Branch 
 
ICAM はサンタフェ研究所の David Pines 教授によって、カリフォルニア州立大学機構に 2002
年 7 月に創設された複雑系研究所である。2005 年 7 月から、ICAM の京都支部を発足して、活動し



























Richard Baldwin (Graduate Institute, 
Geneve) 















































Wen-Tai Hsu (Chinese U of Hong Kong) 













Yoonseok Lee（University of Michigan） 
操作変数が多い場合の特定化検定 
※三野和雄 








氏 名 研 究 課 題  
今井晴雄 交渉解理論の多面的分析 
新後閑 禎 非線型経済動学の研究 
小佐野 広 リアル・オプションモデルとコーポレート・ファイナンス 
若杉隆平 国際貿易のミクロデータによる実証研究 
照山博司 労働移動の実証分析 
溝端 佐登史 市場移行国の多国籍企業の組織・制度・戦略に関する実証研究 
矢野 誠 市場の質と市場での競争上公正性の研究 
柴田章久 信用制約とマクロ経済 
有賀 健 職業紹介と教育機関 
梶井厚志 不安と期待による市場経済の不安定性に関する新しい理論的アプローチ 
西山慶彦 ノンパラメトリックな同時方程式モデルにおける特定化の検定 
原 千秋 社会的時間割引率 
森 知也 都市システムの自己組織化に関する理論分析 
関口 格 繰り返しゲーム理論における非フォーク定理的アプローチ 
中嶋智之 日本経済のマクロ分析 





科学研究費補助金  単位：千円 
研究種目 課題番号 研究代表者名 金額 研究課題名 
若手研究 
（B） 
22730176 奥井 亮 900 パネルデータのための時系列解析統計量の開発 
〃 23730298 新井理有 700 日本における財政の維持可能性の数量的分析 
特別推進 
研究 
23000001 矢野 誠 57,300 経済危機と社会インフラの複雑系分析 
基盤研究 
（B） 
20330037 今井晴雄 4,000 協力ゲーム論の基礎の再構築：提携の多面的分析 
〃 20330046 若杉隆平 2,800 国際貿易におけるアウトソーシングと企業特性
に関する理論的・実証的研究 
〃 21330045 柴田章久 1,700 金融市場の発展とマクロ経済の不安定の関係に
ついて 
〃 22330067 西山慶彦 2,400 意思決定構造の計量経済モデルに基づくセミ・
ノンパラメトリック統計解析とその応用 
〃 22330076 森 知也 1,400 「新しい空間経済学」における基本的実証分析
枠組の構築 
〃 23330063 西村和雄 4,000 多数経済主体と非線形経済動学 
基盤研究 
（C） 
20530153 関口 格 700 繰り返しゲーム理論における非フォーク定理的
アプローチ 
〃 22530225 溝端佐登史 700 ロシア多国籍企業の組織・戦略に関する実証研
究 
〃 23530217 小佐野 広 800 ノンリコース・ファイナンスの理論的合理性と
実証的インプリケーション 
〃 23530218 中嶋智之 1,200 リスクシェアリングのマクロ経済分析 
〃 23530220 三野和雄 1,300 構造変化のマクロ経済分析 
特別研究員 
奨励費 
22･22 松岡多利思 700 分権的経済取引を分析対象とした貨幣サーチ理
論の応用・発展について 
〃 22･30 川崎雄二郎 700 社会的関係構築に内在するネットワーク形成問
題への数理的アプローチ 
〃 22･4996 初見健太郎 900 不完備情報下でのメカニズムデザインの研究：
公共財供給メカニズムを中心として 
〃 22･5832 佐藤健治 400 確率的動学的一般均衡モデルにおける均衡経路
の安定性と比較動学に関する特徴づけ 
〃 22･6394 王 文傑 700 ジャンプ課程とマイクロストラクチャー・ノイ
ズを考慮した金融高頻度データの計量分析 
合計 83,300  
42 
 
【参考資料】 2007 年度～2011 年度の科学研究費補助金交付状況 
 年 度 
項 目 
2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 
交付件数（件） 16 15 14 13 13 






研究種目 課題番号 研究分担者名 分担金 研究課題名 
挑戦的萌芽 
研究 
22653028 柴田章久 100 日本の経済学研究における生産性比較 
特別推進 
研究 
23000001 西村和雄  経済危機と社会インフラの複雑系分析 
〃 〃 柴田章久  〃 
〃 〃 梶井厚志  〃 
基盤研究 
（S） 
20223001 西村和雄 2,000 ゲーム理論のフロンティア：理論と応用 
〃 〃 今井晴雄 3,000 〃 
〃 〃 梶井厚志 3,700 〃 
〃 〃 原 千秋 1,800 〃 
〃 〃 関口 格 2,100 〃 
基盤研究 
（A） 
21243021 西村和雄 400 グローバル化と知の時代における空間経済学の
新展開 
〃 〃 若杉隆平 400 〃 
〃 〃 森 知也 400 〃 
〃 22240030 西山慶彦 400 科学的政策決定のための統計数理基盤とその有
効性実証 
〃 23244011 西山慶彦 1,000 非対称・非線形統計理論と経済・生体科学への
応用 




21330055 森 知也 800 国際輸送の分析とインフラストラクチャ整備政策 
〃 〃 西山慶彦 400 〃 
〃 20402024 溝端佐登史 120 国家社会主義からの離脱・進化の多様性： 
市場経済化の国家戦略・制御能力の比較研究 
〃 22330067 奥井 亮 250 意思決定構造の計量経済モデルに基づくセミ・
ノンパラメトリック統計解析とその応用 
〃 23310032 今井晴雄 200 国際環境協定の下でのメカニズムの経済分析 
〃 23330060 照山博司 1,300 関係指向性と日本経済の長期パフォーマンス 
〃 23330060 柴田章久 400 〃 
基盤研究 
（C） 






寄 附 金   （単位：千円） 
寄附者 担当教員名 寄附金額 寄附目的 
財団法人 


























京都大学教育研究振興財団 溝端佐登史 1,000 
研究成果物刊行助成 
「現在ロシア企業社会研究」 
合計 8,600   
 
受託研究等  （単位：千円） 
委託者 受託金額 研究課題名 
環境省 9,000 平成 23 年度地球温暖化対策の経済的側面に関する調
査研究 
内閣府 1,871 持続可能性指標と幸福指標の関係性に関する調査研究 










【参考資料】 2007 年度～2011 年度の寄附金、受託研究費等受入状況  （単位：百万円） 
 年 度 
項 目 
2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 
民間等との共同研究 
件数 2 3 2 2 2 
金額 20 18 20 20 21 
寄  附  金 
件数 5 5 2 1 7 
金額 51 55 20 0.3 9 
受 託 研 究 費 
件数 4 4 4 4 4 
金額 159 166 29 34 17 
計 
件数 11 12 8 7 13 





年月日 報告者･所属 タイトル 主催 
2011/4/7 中嶋智之, 
京都大学 
Leveraged purchases of government 





CORE, UC Louvain and 
Paris School of Economics 































2011/5/6 Prokhorov Artem, 
コンコーディア大学 
GEL Estimation for Semi-Strong 
Non-Linear GARCH with Robust 




Optimal slot restriction and slot 






Endogenizing Leadership in Tax 
Competition: 




Urban Residential Growth and 
Shrinkage in an Open City 
2011/5/17 Chang Fwu-Ranq, 
インディアナ大学 Annuity Puzzle and the Marshall Problem GCOE 研究会 
2011/5/19 宇野浩司, 





A pure theory of aggregate price 









International climate agreements 











Do poor procurement conditions 
always lead to poor performances? 
The interplay between procurement 




The Political Economy of Disaster 
Management: 




An General Equilibrium Model of 
Hold Up 
2011/6/1 王 文傑, 
京都大学 
Confidence Sets and Resample 
Methods for Structural Model When 
Identification is Weak 
計量経済学セミナー 
2011/6/2 林 貴志, 
テキサス大学 







Large Shareholders, Monitoring, and 
Ownership Dynamics: 










2011/6/10 Korhonen Iikka, 
フィンランド銀行 
Forecasting economic developments 





Participation and Demand Levels for 





Exchange Economies with 

















Effects of Type and Proximity of 
Partners in R&D Cooperation of 
















2011/6/30 Margsiri Worawat, 
フォーダム大学 
Holdup Problems in Early Supplier 






Asymptotically Efficient Estimation 






















IMPROVING EFFICIENCY IN 
MATCHING MARKETS WITH 
REGIONAL CAPS:  
THE CASE OF THE JAPAN 















































Intertemporal Substitution in Time 




EU Road Map for Moving to a 
Competitive Low Carbon Economy in 
2050 (New EU Policy Initiative) 
CAPS 研究会 
2011/7/21 無藤 望, 











東京大学 Ignorance as a Commitment Device 
契約理論研究会 
赤井伸郎, 




The Information Improving Channel of 
Exchange Rate Intervention: 
How Do Official Announcements Work? 
経済研究所研究会 岩壷健太郎, 
神戸大学 
The Information Improving Channel of 
Exchange Rate Intervention: 
How Do Official Announcements Work? 
Baldwin Richard, 
Graduate Institute, Geneva 21st Century Regionalism 
2011/7/27 Gilboa Itzhak, Tel-Aviv University,HEC Paris 




2011/7/28 田 園, 
龍谷大学 







Structural Estimation and 
Interregional Labour Migration: 




Asymmetric international transport 
costs and tax competition:  
the influences of third country 
2011/8/3 Lee Yoonseok, 
ミシガン大学 
Testing for Distributional Treatment 

















A Goodness-of-fit Test for Identifying 
the Maximum Domain of Attraction 計量経済学セミナー 
2011/9/22 Seccia Giulio, 
サウスハンプトン大学 
Consumer default with complete markets: 
risk-based pricing and finite punishment 
ミクロ経済学・ゲーム
理論研究会 
2011/10/6 Brada Josef C, 
アリゾナ州立大学 
The Interaction of Home and Host 
Country Corruption in the FDI Decision: 






クイーンズランド大学 The Complexity of Games and Economic 
ミクロ経済学・ゲーム
理論研究会 Takayama Shino, 
クイーンズランド大学 A Unifying Impossibility Theorem 
2011/10/13 尾張圭太, 
東京大学 







Supranationality and the PIIGS Crisis: 





Labour Market Participation of North 
Korean Refugees in South Korea 
Jung Seung-Ho, 
ソウル大学校 
Labour Market Participation of North 
Korean Refugees in South Korea 
2011/10/19 末石直也, 
京都大学 
Identification problem of the 






Properties of the Equilibrium 








Distribution of Industrial Growth in 
the Nagoya Metropolitan Area, Japan: 





Experience with Disasters, 





年月日 報告者･所属 タイトル 主催 
2011/10/22 
花園誠, 




Commitment Lines, Overdraft 
Privileges and Corporate Liquidities 




Euclidean revealed preferences: 
testing the spatial voting model 計量経済学セミナー 
2011/11/10 宮川敏治, 
大阪経済大学 
No cooperative Foundation of Nash 







Real Options and Signaling in 









An estimation of collective action cost 
The case of Japanese condominium law 




2011/11/21 Jones Ronald W., 




Entrepreneurial Choice and Knight an 







Natural Disasters in a Two-Sector Model 




Do real exchange rates appreciate after 



















Heterogeneous Impacts of Investing 
Abroad on Domestic Labor Market 
Outcomes: 
Evidence from Taiwanese Plant-level 





Identi-cation in No separable Models 
with a Binary Endogenous Variable 
王 文傑, 
京都大学 
Bootstrapping Identification Robust 













GOODNESS-OF-FIT PROBLEM FOR 
ERRORS IN NONPARAMETRIC 
REGRESSION: 








2011/12/22 Lee In Ho, 
ソウル大学校 






A Monopolistic Competition Model 






The Vickrey-Target Strategy and the Core 






A new characterization of sunspot 





Information and Payoff Externalities 
in Supply Schedule Competitions 
2012/2/2 
松島 斉, 
東京大学 Efficient Combinatorial Exchanges ミクロ経済学・ゲーム
理論研究会 Samuelson Larry, 
イェール大学 Reputation with Analogical Reasoning 
2012/2/10 黒住英司, 
一橋大学 
Covariate Unit Root Test for 
Cross-Sectionally Dependent Panel 
Data 
計量経済学セミナー 
2012/2/16 Chan Jimmy, 
上海財経大学 
Collusion Enforcement with Private 














Kim Geum Soo, 
湖西大学校 
The evolution of citizen participation 








On the critical capital stock in a 
continuous time aggregate growth model 




Endogenous Exporting Decisions of 
Heterogeneous Firms: 











Distance to Hazard: 






Dynamical Analysis of Economic 
Growth with a Regime Switch 
國枝卓真, 
香港城市大学 
Asset Bubbles, Economic Growth, and 
Financial Crisis: 
A Dynamic General Equilibrium Model of 
Infinitely-lived Heterogeneous Agents 
須藤 直, 
日本銀行金融研究所 
Asset Portfolio Choice of Banks and 
Inflation Dynamics 
2012/2/23 渡邊直樹, 
筑波大学 On Weighted Voting Experiments 
ミクロ経済学・ゲーム
理論研究会 
2012/2/23 Rosefielde Steven, 






The Interregional Distribution through 
fiscal policy and the Movement of 




Effect of slot trading on route 
competition:  








Volatility forecast comparison with 
biased proxy(永田修一との共著) 計量経済学セミナー 
2012/3/7 安達貴教, 
名古屋大学 
Voter Delegation and the Media: 
The Case of Proportional 
Representation  





年月日 報告者･所属 タイトル 主催 
2012/3/7 ドレベンツォフ ウラジミル BP p.l.c. 








A Dixit-Stiglitz General Equilibrium 
Model with Oligopolistic Markets: 
When Enough is Enough" 
































2×2×2 by 1 Cobb-Douglas Parameter 





Capital-Intensity Hypothesis and 
Factor Price Equalization Theorem 
Intriguing Relationship? 
Van Cuong Le, 
フランス国立科学研究 
センター(CNRS) 
Ramsey Equilibrium with Endogenous 
Labor Supply and Borrowing Constraints: 
Existence, Bubbles, and Efficiency 
2012/3/16 
Shahnazaryan Nona, 
Kuban Social and Economic 
Institute 
A Comparative Study of Informal 
Economy and Anti/Corruption in South 









ョップ 金本 良嗣, 
政策研究大学院大学 
Evaluating Benefits of Transportation in 




年月日 報告者･所属 タイトル 主催 
2012/3/23 Rtischev Dimitry, 
学習院大学 
Evolution of mind sight: transparent 


































氏 名 期 間 目 的 国  渡航目的 
八代尚光 3月 28日 ～ 4月 7日 フランス共和国 
「COMMITTEE ON INDUSTRY, NOVATION 
AND ENTREPRENEURSHIP OSTERING NEW 
SOURCES OF GROWTH - IS THERE A ROLE 




















岩佐和道 4月 23日 ～ 4月 29日 
オーストラリア
連邦 















ア ジ ア 24 24 33 18 
北 米 16 14 16 14 
中 南 米 0 0 1 1 
ヨ ー ロ ッ パ 17 15 13 21 
オ セ ア ニ ア 2 8 5 7 
中 東 1 1 0 1 
ア フ リ カ 0 1 0 2 
計 60 63 68 64 
57 
 
氏 名 期 間 目 的 国  渡航目的 




八代尚光 5月 14日 ～ 5月 24日 アメリカ合衆国 
「New Building Blocks for Jobs and 
Economic Growth: Intangible Assets as 
Sources of Increased Productivity and 
Enterprise Value」に出席及び情報収集
を行うため 





















関口 格 6月 7日 ～ 6月 13日 アメリカ合衆国 
経済戦略の動学ゲーム分析に関する
共同研究を行うため 

















関口 格 6月 25日 ～ 7月 3日 ポルトガル共和国 







氏 名 期 間 目 的 国  渡航目的 






















奥井 亮 8月 9日 ～ 8月 14日 大韓民国 








小佐野広 9月 25日 ～ 10月 17日 
オーストラリア
連邦 










よび、lab our-market resilience project
ワークショップ出席のため 








溝端佐登史 10月 31日 ～ 11月 4日 大韓民国 





氏 名 期 間 目 的 国  渡航目的 
関口 格 11月 8日 ～ 11月 14日 チリ共和国 











中嶋智之 11月 22日 ～ 12月 9日 ブータン王国 
ブータン王立大学にて資料収集及び
周辺地域にて野外調査を行うため 

















小佐野広 12月 2日 ～ 12月 4日 台湾 
「5th Japan-Taiwan Contract Conference」
に出席し、研究報告及び資料収集を
行うため 











岩佐和道 12月 16日 ～ 12月 20日 フランス共和国 
パリ第一大学で行わる国際コンファ
レンスに出席し情報収集を行うため 











氏 名 期 間 目 的 国  渡航目的 




西山慶彦 1月 23日 ～ 2月 1日 
オーストラリア
連邦 
















中嶋智之 2月 5日 ～ 2月 8日 中華人民共和国 
City University of Hong Kong にて非
完備市場のマクロ経済学に関する研
究発表及び資料収集を行うため 
































氏 名 期 間 目 的 国  渡航目的 
奥井 亮 3月 5日 ～ 3月 8日 
シンガポール 
共和国 
National University of Singapore で行
われるセミナーにて発表し、情報及
び資料収集を行うため 






小松原崇史 3月 8日 ～ 3月 15日 アメリカ合衆国 
Stanford University、California Institute of 
Technology、University of Nevada にて「市
場の高質化と市場インフラの総合的
設計」に関する資料収集を行う 


















今井晴雄 3月 24日 ～ 3月 31日 アメリカ合衆国 
スタンフォード大学にて情報及び資
料収集を行うため 
関口 格 3月 25日 ～ 3月 30日 イギリス 




溝端佐登史 3月 29日 ～ 4月 1日 
シンガポール 
共和国 




小松原崇史 3月 29日 ～ 4月 2日 
シンガポール 
共和国 











No.719 Eiichi Tomiura, Banri Ito and Ryuhei Wakasugi, 
“Offshore Outsourcing Decision and Capital Intensity: Firm-Level Relationships” 
Economic Inquiry, Vol.49, No.2, pp.364–378, April 2011 
 
No.720 Stefano Bosi, Kazuo Nishimura and Alain Venditti, 
“Multiple equilibria in two-sector monetary economies: interplay between preferences and the 
timing for money” 
Journal of Mathematical Economics, Vol.46, pp.997-1014, 2010 
 
No.721 Banri Ito, Eiichi Tomiura and Ryuhei Wakasugi, 
“Offshore Outsourcing and Productivity: Evidence from Japanese Firm-level Data Disaggregated by Tasks” 
Review of International Economics, Vol.19, No.3, pp. 555－567, 2011 
 
No.722 Toshihiro Kodama, 
“New directions in Japan’s regional innovation and entrepreneurship policy: an emerging concept 
of clusters as seen in the TAMA project” 







No.767 Michael McAleer, Juan-Angel Jiménez-Martin, and Teodosio Pérez-Amaral 
“Has the Basel II Accord Encouraged Risk Management During the 2008-09 Financial Crisis?” 
April 2011 
 
No.768 Keiichi Hori and Hiroshi Osano 
“Agency Contracts, Noncommitment Timing Strategies, and Real Options” 
April 2011 
 
No.769 Michael McAleer, Ramazan Sari, Shawkat Hammoudeh and Chia-Lin Chang 
“Causality Between Market Liquidity and Depth for Energy and Grains” 
April 2011 
 
No.770 Tomoya Mori 
“Increasing Returns in Transportation and the Formation of Hubs” 
April 2011 
 
No.771 Michael McAleer, Philip Hans Franses, and Rianne Legerstee 
“Evaluating Macroeconomic Forecasts:A Review of Some Recent Developments” 
April 2011 
 
No.772 Michael McAleer, Shawkat Hammoudeh, Tengdong Liu, and Chia-Lin Chang 





No.773 Michael McAleer, Philip Hans Franses, and Chia-Lin Chang 
“Evaluating Individual and Mean Non-Replicable Forecasts” 
May 2011 
 
No.774 Satoshi Mizobata 
“Business Society and Corporate Social Responsibility: Comparative analysis in Russia and Japan” 
May 2011 
 
No.775 Michael McAleer, Cathy Chen, Richard Gerlach and Bruce Hwang 
“Forecasting Value-at-Risk Using Nonlinear Regression Quantiles and the Intra-day Range” 
May 2011 
 
No.776 Michael McAleer, Shawkat Hammoudeh, Soodabeh Sarafrazi and Chia-Lin Chang 
“The Dynamics of Energy-Grain Prices with Open Interest” 
May 2011 
 
No.777 Tomoya Mori and Tony E. Smith 




No.778 Michael McAleer and Massimiliano Caporin 
“Ranking multivariate GARCH models by problem dimension: An empirical evaluation” 
June 2011 
 
No.779 Michael McAleer, Philip Hans Franses and Chia-Lin Chang 
“Analyzing Fixed-event Forecast Revisions” 
June 2011 
 
No.780 Tomoyuki Nakajima, Ippei Fujiwara, Nao Sudo and Yuki Teranishi 
“Global Liquidity Trap” 
June 2011 
 
No.781 Michael McAleer and Chia-Lin Chang 
“Citations and Impact of ISI Tourism and Hospitality Journals” 
July 2011 
 
No.782 Michael McAleer, Paulo Araújo Santos, Juan-Ángel Jiménez-Martín and Teodosio Pérez Amaral 
“GFC-Robust Risk Management Under the Basel Accord Using Extreme Value Methodologies” 
July 2011 
 
No.783 Michael McAleer, Chia-Lin Chang and Christine Lim 
“Modelling the Volatility in Short and Long Haul Japanese Tourist Arrivals to New Zealand and Taiwan” 
July 2011 
 
No.784 Michael McAleer, Roberto Casarin, Chia-Lin Chang, Juan-Ángel Jiménez-Martín and Teodosio Pérez Amaral 
“Risk Management of Risk Under the Basel Accord: A Bayesian Approach to Forecasting 
Value-at-Risk of VIX Futures” 
July 2011 
 
No.785 Takanori Adachi, Takeshi Ebina and Makoto Hanazono 





No.786 Seiji Ikkatai, Katsuhiko Hori and Ikuma Kurita 
“The Impact of the European Union Emissions Trading Scheme on the Polish Economy:Interviews 
with Four Companies in Poland” 
October 2011 
 
No.787 Vance Martin, Yoshihiko Nishiyama and John Stachurski 
“A GOODNESS OF FIT TEST FOR ERGODIC MARKOV PROCESSES” 
October 2011 
 
No.788 R. Anton Braun and Tomoyuki Nakajima 
“Making the Case for a Low Intertemporal Elasticity of Substitution” 
October 2011 
 
No.789 Byung-Yeon Kim and Gerard Roland 
“Are the Markets Afraid of Kim Jong-Il?” 
October 2011 
 
No.790 Go Kotera, Nobuhiro Mizuno, Keisuke Okada and Sovannroeun Samreth 
“Ethnic Diversity, Democracy, and Health: Theory and Evidence” 
October 2011 
 
No.791 Yunfang Hu and Kazuo Mino 
“Globalization and Volatility under Alternative Trade Structures” 
October 2011 
 
No.792 Kazuo Mino and Yasuhiro Nakamoto 
“Consumption Externalities and Equilibrium Dynamics with Heterogenous Agents” 
October 2011 
 
No.793 Tarishi Matsuoka, Katsuyuki Naito and Keigo Nishida 
“The Politics of Financial Development and Capital Accumulation” 
November 2011 
 
No.794 Tomoya Mori and Tony E. Smith 
“Analysis of Industrial Agglomeration Patterns: An Application to Manufacturing Industries in Japan” 
November 2011 
 
No.795 Chia-Lin Chang, Juan-Ángel Jiménez-Martín, Michael McAleer and Teodosio Pérez Amaral 
“The Rise and Fall of S&P500 Variance Futures*” 
November 2011 
 
No.796 R. Anton Braun and Tomoyuki Nakajima 
“Why Prices Don't Respond Sooner to a Prospective Sovereign Debt Crisis” 
November 2011 
 
No.797 Byung-Yeon Kim 
“The Unofficial Economy in Russia” 
November 2011 
 
No.798 Katsuhiko Hori and Katsunori Yamada 





No.799 Masanori Mitsutsune and Takanori Adachi 
“Estimating Noncooperative and Cooperative Models of Bargaining: An Empirical Comparison” 
December 2011 
 
No.800 Takanori Adachi and Noriaki Matsushima 
“The Welfare Effects of Third-Degree PriceDiscrimination in a Differentiated Oligopoly” 
December 2011 
 
No.801 Victor Gorshkov 
“Foreign banks' entry into the Russian market: motivation, entry modes and strategies” 
December 2011 
 
No.802 Tarishi Matsuoka 
“Temporary Bubbles and Discount Window Policy” 
December 2011 
 
No.803 Takanori Adachi and Takao Asano 
“Entrepreneurial Choice and Knightian Uncertainty with Borrowing Constraints” 
December 2011 
 
No.804 Tarishi Matsuoka and Akihisa Shibata 
“Asset Bubbles, Credit Market Imperfections, and Technology Choice” 
December 2011 
 
No.805 David Allen, Ron Amram and Michael McAleer 
“Volatility Spillovers from the Chinese Stock Market to Economic Neighbours” 
December 2011 
 
No.806 Chia-Lin Chang and Michael McAleer 




No.807 Makoto Yano and Takashi Komatsubara 
“Price Competition or Tacit Collusion” 
January 2012 
 
No.808 Chia-Lin Chang and Michael McAleer 
“How Should Journal Quality be Ranked? An Application to Agricultural, Energy, Environmental 
and Resource Economics” 
January 2012 
 
No.809 Takahiro Watanabe 



























































日付 掲載紙 氏名 タイトル 
2011 年 5 月 12 日 日本経済新聞 若杉隆平 市場機能発揮への情報共有 
2011 年 7 月 17 日 読売新聞 上田淳二 第 6 回京都大附置研究所センターシンポ 競争より協力 




2012 年 2 月 27 日 京都新聞 
 
京都大学 CAPS 国際シンポ 
財政赤字解消と適正課税とは 
2012 年 3 月 9 日 京都新聞 
 











数量産業分析講座 3 人 
経済計画講座 3 人 
資源環境講座 3 人 
資産経済講座 4 人 




 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 
修士課程 13 人 23 人 22 人 21 人 
博士課程 23 人 28 人 28 人 33 人 
計 36 人 52 人 50 人 54 人 




2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 




2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 
25 人 22 人 16 人 12 人 




2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 











Record of visiting international researcher 
氏 名 所 属 職 
滞在期間 滞在期間中の研究課題名 
（滞在目的） 到着 出発 
Artem, 
Prokhorov 
Concordia University Professor 2011/5/6 2011/5/7 
Artem Prokhorov will present his work on 
GEL Estimation for Semi-Strong 
Non-Linear GARCH with Robust Empirical 
Likelihood Inference at the econometric 
seminar of the institute of economic 
research. He will also work with Ryo Okui 
on the project that studies an application of 
the bootstrap method for selecting the set of 




Professor 2011/5/31 2011/6/3 
Purpose of working jointly with Professor 
Nishimura on the Complex economic 
systems. 
LONG NGO VAN McGill University Professor 2011/6/6 2011/6/7 
特別講義・セミナー講演 
“Large Shareholders, Monitoring and 
Ownership Dynamics: 












ア ジ ア 16 29 12 13 
北 米 18 28 14 15 
中 南 米 0 0 0 0 
ヨ ー ロ ッ パ 25 21 19 18 
オ セ ア ニ ア 4 5 4 1 
中 東 2 2 2 3 
ア フ リ カ 0 1 0 0 
計 65 86 51 50 
70 
 
氏 名 所 属 職 
滞在期間 滞在期間中の研究課題名 
（滞在目的） 到着 出発 
Korhonen 
Iikka 
Institute for Economies 
in Transition 
Head 2011/6/8 2011/6/11 "Forecasting economic developments  
in major emerging markets" 
國枝 卓真 








Tomomi Tanaka Arizona State University 
Assistant 
Professor 
2011/6/23 2011/6/23 Exchange Economics with Indivisibilities and 
Finitely Many Agents 
Takashi Hayashi 












Holdup Problems in Early Supplier 
Involvement and the Manufacturer's 
Optimal Strategy 




Asymptotically Efficient Estimation of 








Intertemporal Substitution in Time 








Purpose of working jointly with Professor 
Yano on "Economic Dynamics" 
Stachurski, 
John 
Research School of  
Economics, College of 
Business and Economics 
Australian National 
University 
Professor 2011/7/11 2011/7/18 
Purpose of working jointly with Professor 
Nishimura on "Economic Dynamics" 
Ponthieu, 
Eric 
European Economic and 
Social Committee 
Head 2011/7/17 2011/7/30 
'Study on low carbon society by comparing 
EU and Japanese policies' 
Nozomu Mutou バルセロナ自治大学 PD研究員 2011/7/21 2011/7/21 Multi-agent Search with Deadline 
Itzhak, 
Gilboa 
Tel-Aviv University Professor 2011/7/27 2011/7/27 








Testing for Distributional Treatment 








Comparative Study of the Corporate Social 




氏 名 所 属 職 
滞在期間 滞在期間中の研究課題名 













"Consumer default with complete markets: 
risk-based pricing and finite punishment" 
Brada, 
Josef C 
Arizona State University Professor 2011/10/5 2011/10/6 
The Interaction of Home and Host Country 
Corruption in the FDI Decision: Evidence 








"Labour market Participation of North 



















Special Features of Japanese Approach 
Towards Investment Projects in Ru 
Roesfielde, 
Steven 
The University of North 
Carolina at Chapel Hill 
Professor 2011/10/13 2011/10/17 
"Supranationality and the PIIGS Crisis: 
Implications for Eastern Europe and Asia" 
Marc, 
Henry 




Euclidean revealed preferences: 
testing the spatial voting model 
Reinholde, 
Iveta 








Centre for Studies in 
Social Sciences,Calcutta 
Director 2011/11/17 2011/11/19 
Purpose of attending the International 
Conference on International Trade and 
Macro Economic Dynamics 




Purpose of attending the International 
Conference on International Trade and 





Professor 2011/11/17 2011/11/21 
Purpose of attending the International 
Conference on International Trade and 
Macro Economic Dynamics 
Chan Kenneth 
Shun-Yuen 
University of  
Hong Kong 
Professor 2011/11/17 2011/11/21 
Purpose of attending the International 
Conference on International Trade and 
Macro Economic Dynamics 
Yu, 
Eden Siu-hung 
City University of 
Hong Kong 
Professor 2011/11/15 2011/11/20 
Purpose of attending the International 
Conference on International Trade and 




氏 名 所 属 職 
滞在期間 滞在期間中の研究課題名 
（滞在目的） 到着 出発 






Purpose of attending the International 
Conference on International Trade and 
Macro Economic Dynamics 
Jones, 
Ronald W. 





Purpose of attending the International 
Conference on International Trade and 








Purpose of attending the International 
Conference on International Trade and 





School of Economics 
Professor 2011/12/6 2011/12/13 
Concepts of Socio-Economic Development 








Russian Industry in post crisis period 
development or stagnation? 
Keheyfets, 
Boris 














Purpose of working jointly with Kazumichi 
Iwasa on an analysis of the effects of 
international trade on 
Roesfielde, 
Steven 
The University of North 
Carolina at Chapel 






Director 2012/3/12 2012/3/12 
Purpose of attending the Workshop on 














Faculty of History, 
Philosophy and Social 
Sciences, Kuban Social 





A Comparative Study of Informal Economy 
and Anti / Corruption in South Caucasus : 







日時 テーマ 場所 
2011/11/18～20 “The Chukyo-Kyoto International Conference on International Trade and Macroeconomic Dynamics” 名古屋都市センター 
2011/11/29～12/01 
平成23年度 






“Recent Development in the Russian Business Economics” 
京都大学芝蘭会館(9日) 
経済研究所北館(10日) 














氏 名 役 職 







照山 博司 （社）日本機械工業連合会 調査研究等委託事業専門部会委員 
一方井誠治 三井物産環境基金研究助成専門審査委員 
梶井 厚志 国家公務員採用Ⅰ種試験専門委員 
三野 和雄 平成23年公認会計士試験委員 
上田 淳二 21世紀政策研究所 グローバルＪＡＰＡＮ特別委員会委員 
若杉 隆平 横浜市経営諮問委員会 




鈴木 将覚 財団法人企業活力研究所 地方法人課税改革等に関する研究会委員 
西山 慶彦 独立行政法人経済産業研究所 経済産業研究所研究会委員 









  日時：2011年8月6日（土）15：30～17：45 




  「日本の得意科目“ものづくり”の教育が危ない！」 
    浅川基男（早稲田大学基幹理工学部機械学科・航空学科教授） 
  「学力低下：40年前との学力格差」 
    筒井勝美（英進館館長） 
  「サイエンス・コミュニケーションの重要性」 
    吉田進（株式会社エフエム京都 代表取締役社長） 
 
○京都大学シンポジウムシリーズ『大震災後を考える』 
―安全・安心な輝ける国作りを目指して― シリーズXII 復興と地域社会再生を考える 
  日時：2011年9月22日（木）13：30～17：00 





  「彦根城外堀のブラック・スワン―東日本大震災と原発事故を考える―」 
    佐和隆光（滋賀大学学長） 
  「日本の効率的エネルギーシステムの輸出」 
    岩田規久男（学習院大学経済学部教授） 
【第Ⅱ部 震災復興を考える】 
 問題提起 
  「”免際”構造の国に向けて」 
    藻谷浩介（株式会社日本政策投資銀行参事役） 
 パネルディスカッション 
  パネリスト 
    岩田規久男（学習院大学経済学部教授） 
    中澤正彦（京都大学経済研究所 先端政策分析研究センター准教授） 
    間宮陽介（京都大学大学院人間・環境学研究科教授） 
  コーディネーター 




  日時：2012年1月28日（土）13：30～17：00 
  会場：京都大学百周年時計台記念館 百周年記念ホール 
 
【Ⅰ．日本の財政・税制の現状報告】 
  「日本の財政の現状」 
    中澤正彦（京都大学経済研究所CAPS准教授） 
  「日本の税制の現状」 
    鈴木将覚（京都大学経済研究所CAPS准教授） 
【Ⅱ．税制の国際的潮流に関する報告】 
「付加価値税の国際的潮流」 
    Michael Keen（IMF(国際通貨基金)財政局シニア・アドバイザー） 
  「二次元的所得税の現在～ノルウェーの経験から」 
    Thor O.Thoresen（ノルウェー統計局シニア・リサーチフェロー） 
  「グローバル経済下の法人税」 
    佐藤主光（一橋大学大学院経済学研究科・政策大学院教授） 
【Ⅲ．パネルディスカッション・質疑応答】 
 問題提起 
  「日本の税制改革の課題」 
    林 宏昭（関西大学経済学部長・経済学研究科長 教授） 
   パネリスト 
    Michael Keen 
    Thor O.Thoresen 
    佐藤主光 
    林 宏昭（以下、敬称略） 
   モデレーター 






  日時：2012年3月8日（木）13：00～17：00 




  「被災地復興のためのビジネスイノベーション～AINAS（愛為す）の法則」 
    佐分利応貴（京都大学経済研究所准教授） 
 復興支援ビジネス事例報告 
  「被災地金融機関と協力したビジネスフェアの開催」 
    服部盛隆（池田泉州銀行取締役頭取兼ＣＥＯ） 
  「Yahoo！JAPANの東日本大震災への取り組み」 
    高田正行（ヤフー株式会社R＆D統括本部フロントエンド開発２本部開発４部部長） 
        （震災タスクフォース プロジェクトリーダー） 
  「震災とものづくり中小企業ネットワーク」 
    深田 稔（深中メッキ工業株式会社代表取締役） 
        （認定特定非営利活動法人地域産業おこしの会 副理事長） 
 パネルディスカッション：未来への挑戦 
  モデレーター 
    鈴木将覚（京都大学経済研究所准教授） 
  パネラー 
  「被災地におけるマスメディアの役割」 
    寺島英弥（河北新報社編集委員） 
  「被災地復興のためのビジネスマッチング」 
    竹井智宏（一般社団法人MAKOTO代表理事） 
  「テレワークを活用した被災地就業支援（テレワーク1000プロジェクト）」 
    奥村正明（株式会社ライフネス専務取締役） 
  「太陽光発電の仕事体験を通した南相馬と全国の交流」 
    半谷栄寿（福島復興ソーラー株式会社社長） 
  「被災地復興における大学の役割」 
    古谷知之（慶応義塾大学総合政策学部准教授） 
  「被災地復興ファンドの提案」 















研究会やワークショップの開催という定期的な研究活動を行うと共に、1998 年 3 月には学際的なシ
ンポジウム「複雑系とは何か」および国際シンポジウム“Game Theory and International Cooperation: 
Global Environmental Problem”を、6 月には国際シンポジウム“Intertemporal Equilibrium Theory: Stability, 
Bifurcations and Indeterminacy”を開催している。更に、2000 年 6 月には国際シンポジウム“International 
Conference on the Frontiers in Spatial Economics”および 2001 年 6 月には“Interdisciplinary Symposium on 
































































































最近 5 年間に限ってみても、Econometrica、Journal of Economic Theory、Review of Economic Studies、




されている上位 6 誌の総合的学術誌（Econometrica、American Economic Review、Journal of Political 





論文・著書の被引用数は、SSCI (Social Sciences Citation Index, Web of Science)のデータに基づいて
集計した。それによると、本研究所所属の教員による論文・著書被引用数は 2167 件となる。他の 4





（以上、2010 年 3 月本研究所調べ） 
 上位 6 誌掲載論文数 
京都大学経済研究所 57 
他 4 附置研究所合計 31 
 論文・著書被引用数 
京都大学経済研究所 2167 



















ミクロ経済学・ゲーム理論研究会 35 37 32 31 
計量経済学セミナー 17 15 9 13 
経済研究所研究会 3 3 5 5 
GCOE 研究会 ― ― ― 3 
契約理論研究会 0 0 2 3 
都市経済学ワークショップ 9 11 11 10 
先端政策分析研究会 8 6 6 1 
マクロ経済学･経済システム研究会 20 18 16 13 
その他 0 1 7 9 






2008 年度 2009 年度 2010 年度 2012 年度 













アジア 13 27 11 10 
北米 14 27 11 15 
中南米 0 0 0 0 
ヨーロッパ 25 17 14 10 
オセアニア 4 3 3 3 
中東 0 2 2 2 
アフリカ 0 1 0 0 
合 計 56 77 41 40 
 
国際シンポジウムの開催 
2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 




2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 







 所 長 矢 野   誠 ・・・・・・・・・・ 246 
副所長 溝 端 佐登史 ・・・・・・・・・・ 202 
 経済情報解析研究部門 
 教 授 照 山 博 司 ・・・・・・・・・・ 171 
教 授 小佐野   広 ・・・・・・・・・・ 125 
准教授 奥 井   亮 ・・・・・・・・・・ 119 
 経済制度研究部門 
 教 授 溝 端 佐登史 ・・・・・・・・・・ 202 
教 授 原   千 秋 ・・・・・・・・・・ 190 
教 授 若 杉 隆 平 ・・・・・・・・・・ 263 
教 授 三 野 和 雄 ・・・・・・・・・・ 230 
 経済戦略研究部門 
 教 授 今 井 晴 雄 ・・・・・・・・・・ 102 
教 授 有 賀   健 ・・・・・・・・・・ 87 
教 授 梶 井 厚 志 ・・・・・・・・・・ 131 
准教授 関 口   格 ・・・・・・・・・・ 163 
 ファイナンス研究部門 
 教 授 柴 田 章 久 ・・・・・・・・・・ 154 
教 授 矢 野   誠 ・・・・・・・・・・ 246 
教 授 西 山 慶 彦 ・・・・・・・・・・ 186 
助 教 岩 佐 和 道 ・・・・・・・・・・ 108 
 複雑系経済研究センター 
 教 授 中 嶋 智 之 ・・・・・・・・・・ 183 
教 授 森   知 也 ・・・・・・・・・・ 239 
教 授 新後閑   禎 ・・・・・・・・・・ 151 
 先端政策分析研究センター 
 教 授 大 森 恵 子 ・・・・・・・・・・ 116 
教 授 一方井 誠 治 ・・・・・・・・・・ 93 
教 授 横 田 正 文 ・・・・・・・・・・ 258 
准教授 中 澤 正 彦 ・・・・・・・・・・ 179 
准教授 佐分利 応 貴 ・・・・・・・・・・ 147 
准教授 鈴 木 将 覚 ・・・・・・・・・・ 159 
准教授 佐 藤 正 弘 ・・・・・・・・・・ 143 
准教授 丸 山 達 也 ・・・・・・・・・・ 199 
准教授 上 田 淳 二 ・・・・・・・・・・ 111 
准教授 八 代 尚 光 ・・・・・・・・・・ 244 
 グローバル COE 
 特定助教 小松原 崇 史 ・・・・・・・・・・ 139 
特定助教 阿 部 光 敏 ・・・・・・・・・・ 85 






職歴 2005年 - 2007年 京都大学経済研究所産学官連携助手、科学技術振興助手、
2007年 - 2011年 京都大学経済研究所助教






1 Yasukawa, N., Nishihara, K., Abe, M., Moriya, K., Sakai, T.: User Evaluation of Information Presentation
System for Nature Observation. Fourth International Conference on Creating, Connecting and
Collaborating through Computing (C5 2006), IEEE Computer Society Press (2006)
孫暁萌, 吉村哲彦, 阿部光敏, 酒井徹朗: 環境ポスターの意図を読み解く環境教育の教材評価,





Abe, M., Yoshimura, T., Koizumi, S., Hasegawa, N., Osaki, T., Yasukawa, N., Koba, K., Moriya, K.,
Sakai, T.: Virtual forest: design and evaluation of a walkthrough system for forest education. Journal of





































氏名 有賀  健 Kenn Ariga
生年 1950年












































15 "Promotions, Skill Formation and Earnings Growth in a Corporate Hierarchy," (with G. Brunello
and Y. Ohkusa) Journal of the Japanese and International Economies  11(3): 347-384, 1997
"Mismeasurement of the CPI," [wirh K. Matsui] (2003), in Blomstrom et al . eds.: Structural
Impediments to Growth in Japan , University of Chicago Press for National Bureau of Economic
Research
‘Employment and Wage Adjustments at Firms under Distress in Japan: An Analysis Based upon
a Survey,’(with Kambayashi Ryo) Journal of The Japanese and International Economies,  24(2)
213-235,2010
"How do high school graduates in Japan compete for regular, full time jobs? An empirical
analysis based upon an internet survey of the youth," (with Fumio Ohtake, Masko Kurosawa, and
Masaru Sasaki) Japanese Economic Review forthcoming
“On the efficiency costs of de-tracking secondary schools in Europe,”(with Ariga Ken, Brunello
Giorgio, Iwahashi Roki, and Rocco Lorenzo) forthcoming in Education Economics
"Are Education and Training always Complements? Evidence from Thailand," (with Giorgio
Brunello) in Industrial and Labor Relations Review 59(4): 613-629, 2006
“The Effect of Training Policy for Non-Regular Employees and Human Resource Management,”
(with Kambayashi Ryo, and Sano Yasuhide) Japan Labor Review  6(4): pp12-41
‘The Employment Rigidity in Japan: its Causes and Consequences,”(with Okazawa Ryosuke) in
Japan's Bubble, Deflation, and Long-term Stagnation,  edited by K. Hamada, A. Kashyap, and
D. Weinstein, MIT Press, 2011
"Horizontal Transfer, Vertical Promotion, and Evolution of Firm Organization," Journal of the
Japanese and International Economies, 20(1): 20-49, 2006
"The Optimal Timing of School Tracking: A General Model with Calibration for Gernany,"
(with G.Brunello and M.Gianni)  in Woessmand and Peterson (eds.) Schools and the Equal
Opportunity Problem , MIT Press, 2007
“Hot & Spicy: Ups and Downs on the Price Floor and Ceiling at Japanese Supermarkets,” (with
K. Matsui and M. Watanabe) Pacific Economic Papers  316, 2001
“Fast Track: Is It in the Genes? The Promotion Policy of a Large Japanese Firm,” (with G.
Brunello and Y. Ohkusa), Journal of Economic Behavior and Organization  38: 385-402, 1999
“Determinants of Individual Firm Mark-up in Japan; An Econometric Study on the Impact of
Market Concentration, Market Share and FTC’s Regulation,”  (with K.G. Nishimura and Y.
Ohkusa), Journal of the Japanese and International Economies  13: 424-450, 1999
“Estimating Mark-up over Marginal Cost and Returns to Scale at Firm Level: A New Approach
Applied to a Panel of Japanese Firms,” (with Nishimura, K.G. and Y. Ohkusa),   International
Journal of Industrial Organization  17: 1077-111, 1999
"Occupational and Internal Labor Markets in Japan" (with G. Brunello and Y. Ohkusa)




















"Earnings and Seniority in Japan: A Re-appraisal of the Existing Evidence and a Comparison





"Japanese Distribution System," (with Y.Ohkusa and H.Namikawa) Ricerche Economiche  XLV
(2-3): 185-230, 1991
"Some Evidence on the Trade Credit Practices of Japanese Trading Companies" (with G. W.
Emery) in Advances in Pacific Basin Financial Markets  2(B): 237-252, Greenwich: JAI Press,
1996
"Is the Tenure-Wage Profile Really Steeper in Japan?," (with G. Brunello) in M. Okabe (ed.)
The Structure of the Japanese Economy , London: Macmillan, 1995
"Price Flexibility in Japan, 1970-1992:  A Study of Price Formation in the Distribution Channel,"
(with Y. Ohkusa) Pacific Economic Papers 238, 1994, also in International Journal of Industrial
Organization  16(5): 639-64, 1998
"Recent Changes in the Internal Structure of Wages and Employment in Japan" (with G.
Brunello) Journal of the Japanese and International Economies  9(2): 105-129, 1995
"Promotion, Corporate Hierarchy and Firm Growth: Japanese Internal Labor Market in
Transition," (with  G.Brunello, Y.Ohkusa and Y.Nishiyama) Journal of the Japanese and







"On Exchange Rate Variability," Economic Studies Quarterly  37 (4): 300-318, 1986
"Trade Credits and Interfirm Transactions in Japan: Econometrics Analysis Using Microdata,"
(with G.W.Emery) in Czerkawski ed.: Japanese Management Challenges and Applications for
Business Executives , Academic Press, 1993
"Corporate Hierarchy and Promotion Policy," (with G.Brunello) in Czerkawski ed.: Japanese
Management Challenges and Applications for Business Executives , Academic Press, 1993
"Price Formation in the Distribution Channel," (with Y. Ohkusa) P. Sheard (ed.) Japanese
















































「日本の流通業における Market Foreclosure としての長期取引関係, II 」
『ファイナンシャルレビュー』（並河永と共著）21号1991年
「日本の流通業における Market Foreclosure としての長期取引関係, I 」
『ファイナンシャルレビュー』（並河永と共著）21号1991年






























































































































































"Climate Change Policies in Japan", Cambridge Kyoto Symposium







"State of GHG Emissions and Reducation policies in Japan",




"Outlook of climate change policies in Japan",





















































































International Symposium on Global Sustainability- Social Systems and Technological Strategies –
まとめ担当として参加、平成19年1月15日・16日（日本）
























「Measures of GHG Reduction and Sustainable Society」















































"Outlook of Climate Change Policies in Japan", International symposium





























































































































・ 山陽新聞 平成 18年 12月 1日  「環境と経済 橋渡しを」 
・ 汎交通  平成 18年 1月号    「地球温暖化問題から見た今後の社会経済」 
・ 雑誌「世界」平成 19年 9月号   「企業の取り組みから見える日本の課題」 
・ 雑誌「経済セミナー」平成 20年 6月号 
「企業の選択：セクター別アプローチは有効な政策手法であるのか」 
 
・ 読売新聞 平成 20年 7月 10日   「低炭素社会のリード役に」 
・ 時事トップ・コンフィデンシャル 平成 20年 7月 29 日 
「積極的推進こそ日本の生き残る道 洞爺湖サミットと温暖化対策の今後」 
・ 日経ＢＰネット 平成 21年 1月 6日 
「温室効果ガスの削減対応はどこまで？日本の実態と課題」 
・ 日本経済新聞 平成 21年 3月 15日 
「企業行動から見た日本の気候変動政策の課題/長期政策フレームワークを/省庁の壁を超えた政策統合」 
・ 茨城新聞 平成 21年 5月 12日   「新時代の気候変動政策を」 
・ 環境会議 平成 21年春号   「国民負担額から見た経済との両立」 
・ 貿易と関税 平成 22年度第 59巻第 1号 「低炭素化時代の日本の選択－我が国の対応と課題」 











・ 岐阜聖徳学園大学助教授（大堀秀一研究員（平成 17 年度～平成 18年度）） 
・ 財務省財務総合研究所研究官（石川大輔研究員（平成 17年度～平成 20年度）） 
・ 名古屋学院大学講師（佐々木健吾研究員（平成 19年度～平成 20 年度）） 
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“On the Neutrality of Coalition Formation in a Pure Bargaining Problem,” (2005),
 Japanese Economic Review, 56, 352-362, with Naoki Watanabe
"Incomplete Insurance and Absolute Risk Aversion"(1981)
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 J.E.T., v. 28, p275-299
"Voting, Bargaining, and Factor Income Distribution" (1983)
 J. of Math. Econ., v. 11, p211-233
"On Harsanyi's Solution"
Int. J. of Game Theory, v.12, (1983) 161-179
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"Bilateral Price-setting in a Bilateral Monopoly Model" (1986)
Math. Social Science, v. 12, p279-301
"Representative Bargaining Solution for Two-Sided Bargaining Problems" (2000)




















"On the Possibility of Cross-Ownership in an Incomplete Contract Model," (1994)　in
Proceedings of the II Kyoto-Siena Symposium vol, 2, Y. Imanishi ed., 121-132, Kyoto
University. (w/ C. Yoon)
Haruo Imai, Jiro Akita and Hidenori Niizawa, "Incentives for Technology Development and
Project Based Mechanisms: Case of Renewable Energy Project," Jordan Journal of Mechanical
and Industrial Engineering, Vol.4, No.1, pp.29-34, 2010.
“Advertising Competition with bounded memories on the side of Consumers,” (2004) in
Proceedings of International Conference on Dynamic Games 2004, (cd-format), with　 M. Horie
“Effects of alternative CDM baseline schemes under an imperfectly competitive market
structure” (2008) 307-33, with J. Akita and H. Niizawa, in Game Theory and Policy Making in
Natural Resources and theEnvironment, A. Dinar, J. Albiac, and J. Sanchez-Soriano eds.,
Routledge
 “On the Incentive Consequences of Alternative CDM Baseline Schemes,” (2003) in T. Sawa
eds. International Frameworks and Technological Strategies to Prevent Climate Change,
Springer, 110-126, with J. Akita.
“Campaign Competition and the Effect of Information Technology,” (2003) in Proceedings of
PISTA 03, p235-39, with.
“Coordination Problems in E-Government,” (2004) in Proceedings of PISTA 04, p60-66, with
Kuninori　Nakagawa
“Coalitional Effect in a Pure Bargaining Model: An Example with Nonlinear Utilities” (2005)
Proceedings of MODSIM2005 (CD-format)
"Bargaining under the Pressure of Burning Money," (1996)　in The Development of Science for
the Improvement of Human　Life III: Section Economics, F. Casprini ed., 111-118, University of
Siena
"Two Sided Bargaining and Toughness of Players" (1992) in The Development of Science for
the Improvement of Human　Life, F. Casprini & R. Barbucci (eds.), pp. 209-227, University of
Siena
"Some Aspects of Application of Game Theory to Economics", (1990)  in The Proceedings of
the International Conference on　Mathematical Economics and its Relevance for Development, J.
N. Islam ed. Chittagong University, Chittagong.
Fragmented Society and Provision of Meeting Places to Foster Social Preferences Yonezaki,
Katsuhiko, Imai, Haruo (2009-12)  The Kyoto economic review, 78(2): 115-126
"Limit solution of bargainng problem under baseline" (2011) International Journal of Game
Theory, forthcoming

















Haruo Imai, “Game Analysis of Kyoto and Post-Kyoto Schemes,” Ibrahim Dincer et al., (eds.),
Global Warming, Engineering Solution, Springer Verlag, 2009, pp.407-422.
Pure Bargaining Game" Proceedings of 14th ISDG, 2010,
http://cse.stfx.ca/~isdg2010/sub/FILESP/p39.pdf
"The Impact of Ex-Ante versus Ex-Post CDM Baselines on a Monopoly Firm"(2009) with J. Akita and H.
NIizawa. In Anderssen, R.S., R.D. Braddock and L.T.H. Newham (eds) 18th World IMACS Congress and
MODSIM09 International Congress on Modelling and Simulation. Modelling and Simulation Society of
Australia and New Zealand and International Association for Mathematics and Computers in Simulation,
July 2009, pp. 2178-2184. ISBN: 978-0-9758400-7-8. http://www.mssanz.org.au/modsim09/F7/akita.pdf
Airport competitions on Airline networks: from the viewpoint of network theory Proceedings of
EMNet 2011, CD-format, with katsuhiko Yonezaki
Mechanisms and energy projects in international environmentasl agreement, proceedings of
IEEES-5, CD-format, with Jiro Akita and Hidenori Niizawa
Preemption by baseline-energy efficiency projects and preemption, Proceedings of IEEES-5, CD-
format, with Jiro Akita and Hidenori Niizawa
"Coexisting Multiple Networks Mediating Multi-Layered Coalition Structure" (2009) with K.
Yonezaki, in Proceedings of EMNEt International conference on Economics and Management of
networks, CD format
"De Facto Delegation and proposer Rules"(2008) in Neogy, et. al. eds., Mathematical
Programming and Game Theory for Decision Making, World Scientific, 327-337, with Katsuhiko
Yonezaki
"CDM domino," (2007) with J. Akita and H. Niizawa, in L. Petrosian and N. Zenkevich eds.
Contributions to Game Theory and Management 2007, 177-188.
"Game Analysis of Kyoto and Post-Kyoto Schemes," (2009) in Dincer, I.; Midilli, A.; Hepbasli, A.;
Karakoc, T.H. (Eds.) Global Warming, Engineering solution, pp407-22, Springer Verlag.
"Emission Market at the End of the Commitment Period," (2009) with R. Ishii, in Dincer, I.; Midilli, A.;
Hepbasli, A.; Karakoc, T.H. (Eds.) Global Warming, Engineering solution, pp399-406, Springer Verlag.
Technology development and project based mechanisms in international climate change policy
(2009) with J. Akita and H. Niizawa, In Anderssen, R.S., R.D. Braddock and L.T.H. Newham
(eds) 18th World IMACS Congress and MODSIM09 International Congress on Modelling and
Simulation. Modelling and Simulation Society of Australia and New Zealand and International

























"ゲームの理論と経済学" (1982-1984) 　経済セミナー 82年10月号-84年1月号 (小林孝雄と共
著)
”Private Contracts and Efficiency:An Example,”
CAEA WP 048, December, 2004, with Harrison Cheng.
"経済学で考える（ゲームの理論と経済学）" (1991) 　経済セミナー  4月号p6-10




[1970年代後半のスタンフォードとオーマン教授]　Eco-Forum, (2006) v. 24, p12-18
"Pre-Negotiation for an International Emission Reduction Game"





















































・開講年度（前期・後期） 2003 年度 後期  
開講科目名 経済社会のゲーム分析 
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“Pareto-improving trading clubs without income transfers,” with R. Riezman and K. Shimomura,
in Long, N.V., Tawada, M. and Tran-Nam, B. eds, Globalization and Emerging Issues in Trade
Theory and Policy, Chapter 10, Bingley, UK: Emerald, pp139–162, 2008
“Software provision, indirect network effects and trade patterns,” with T. Kikuchi, Economics
Bulletin,  Vol. 6, Issue 24, pp1–9, 2007
「文化的製品の貿易自由化について」、菊地徹と共著、『経済経営研究』、
神戸大学経済経営研究所、第57号、pp149–159, 2007
“Indeterminacy in the free-trade world,” with J. Doi and K. Shimomura, Journal of Difference
Equations and Applications,  Vol. 13, Issue 2 & 3, pp135–149, 2007
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Kikuchi, Journal of the Korean Economy,  Vol. 8, Issue 2, pp295–303, 2007
“Cost heterogeneity and strategic divisionalization,” with T. Kikuchi, Kobe University Economic
Review, 神戸大学経済学研究科、Vol. 53, pp31–33, 2007
“A family of utility functions which generate Giffen paradox,” with K. Shimomura,
『経済学論究』、関西学院大学経済学部研究会、第60巻第3号、pp29–45, 2007
“A dynamic Chamberlin-Heckscher-Ohlin model with endogenous time preference,” with T.
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Asia-Pacific Journal of Accounting & Economics,  Vol. 18, pp217–236, 2011
“The dynamic Heckscher-Ohlin model: A diagrammatic analysis,” with E.W. Bond and K.
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“A simple model of service trade with time zone differences,” with T. Kikuchi, International
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神戸大学経済経営学会、第197巻第3号、pp65–73, 2008
 “Interregional trade, industrial location and import infrastructure,” with T. Kikuchi,
International Economics and Economic Policy,  Vol. 6, Issue 4, pp361–365, 2009
“Giffen behavior independent of the wealth level,” with J. Doi and K. Shimomura, Economic
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“Indirect network effects and the impact of trade liberalization: A note,” with T. Kikuchi,
Journal of International Trade and Economic Development,  Vol. 18, Issue 4, pp541–552, 2009
“Multiple equilibria in a dynamic two country model,” with K. Nishimura, in  Dastidar, K. and
Mukhopadhyay, H. eds., Dimensions of Economic Theory and Policy: Essays for Anjan
Mukherjee , Oxford: Oxford University Press, pp68–82, 2011
“Software Provision and the Impact of Market Integration,” with T. Kikuchi, Review of
International Economics,  Vol. 19, Issue 4, pp685–696, 2011
“Competing industrial standards and the impact of trade liberalization,” with T. Kikuchi,
International Economic Journal,  Vol. 25 Issue 2, pp269–284, 2011
“Poverty trap and inferior goods in a dynamic Heckscher-Ohlin model,” with E.W. Bond and K.
Nishimura, Macroeconomic Dynamics,  forthcoming
“Home bias in a model of endogenous growth,” with E.W. Bond and K. Nishimura,
International Journal of Development and Conflict,  Vol. 1, Issue 3, pp339–354, 2011
“A dynamic two country Heckscher-Ohlin model with non-homothetic preferences,”　with E.W.





























氏名 上田淳二 Junji Ueda
生年 1972年
学歴 1994年 東京大学経済学部経済学科 卒業
1997年 ランカスター大学修士課程（ファイナンス専攻）
1998年 ロンドン大学（LSE)修士課程（経済学専攻）























"Japan's current economic and fiscal policy against global recession and strategy for fiscal consolidation",











































































"Long-term Outlook for Japan’s Public Finance and Economy"、
IMF セミナー、2011年2年14日
ベトナム財務省財政科学研究所ワークショップ










「Structural aspects of Japanese budget - volatile elasticity of taxrevenue」
「Public Finance Workshop - Fiscal Policy: What Lessons from　the Crisis? (Bank of Italy)」、
2010年3月27日、ペルージャ
「Japan’s Current Fiscal Policy and Strategy for Fiscal Consolidation」、
Budgeting: Countering the Crisis and Rebuilding for the Future

























































































































































“Instrumental Variable Estimation in the Presence of Many Moment Conditions,”
Journal ofEconometrics (2011), 165:70-86,
DOI: 10.1016/j.jeconom.2011.05.007
“Doubly Robust Instrumental Variables Regression,”
 (Ryo Okui, Dylan Small, Zhiqiang Tanand James Robins), Statistica Sinica (2012), 22:173-205,
DOI:10.5705/ss.2009.265
“Constructing Optimal Instruments by First Stage Prediction Averaging,”
(Guido Kuersteiner and Ryo Okui), Econometrica (2010), 78(2):697-718,
DOI: 10.3982/ECTA7444
“Shrinkage GMM Estimation in Conditional Moment Restriction Models,” Journal of the
Japan Statistical Society (2009), 39(2):239-255
“Hahn-Hausman Test as a S“Hahn-Hausman Test as a Specification Test,”
(Yoonseok Lee and Ryo Okui), Journal of Econometrics (2012), 167:133-139,
DOI:10.1016/j.jeconom.2011.10.005
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations for PanelData
with Incidental Trends,” Economics Letters (2011), 112:49-52,
DOI:10.1016/j.econlet.2011.03.013
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations with LongPanel Data,”




















“モーメント条件が多い場合の推定と検定,” 経済論叢, 第183 巻, 第2 号, pp. 55-65,
平成21 年(2009 年)4 月
“Asymptotic Efficiency in Dynamic Panel Data Models When Both N and T are Large,”
(Haruo Iwakura and Ryo Okui), 平成23 年(2011 年)9 月
“The Binarized Scoring Rule of Belief Elicitation,”
 (Tanjim Hossain and Ryo Okui), 平成23 年(2011年)2 月
“Olympic Athlete Selection,” (Yoichi Hizen and Ryo Okui),
The B.E. Journal of Economic Analysis & Policy (2009), vol. 9: Iss. 1 (Topics), Article 46,
DOI: 10.2202/1935-1682.2257
“Testing Serial Correlation in Fixed Effects Regression Models Based on Asymptotically Unbiased
Autocorrelation Estimators,” Mathematics and Computers in Simulation (2009), 79:2897-2909,
DOI: 10.1016/j.matcom.2008.08.006
The Optimal Choice of Moments in Dynamic Panel Data Models,”
Journal of Econometrics (2009), 151:1-16,
DOI: 10.1016/j.jeconom.2009.04.002
“Panel AR(1) Estimators under Misspecification,”
 Economics Letters (2008), 101(3):210-213,
DOI: 10.1016/j.econlet.2008.08.009
“Asymptotic Inference for Dynamic Panel Estimators of Infinite Order Autoregressive Processes,”
(Yoon-Jin Lee, Ryo Okui and Mototsugu Shintani), 平成23 年(2011 年)8 月
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations with Panel Data
in The Presence of Individual and Time Effects,” 平成22 年(2010年)11 月
“A Puzzling Phenomenon in Semiparametric Estimation Problems with Infinite-Dimensional
Nuisance Parameters,” (Kohtaro Hitomi, Yoshihiko Nishiyama and Ryo Okui),
Econometric Theory (2008), 24:1717-1728,
DOI: 10.1017/S0266466608080699
“Genralized Cp Model Averaging for Heteroskedastic Models,”
(Qingfeng Liu and Ryo Okui), 平成23 年(2011 年)9 月
“City Size Distribution and Economic Growth: The Case of China,”
(Ting Jiang, Ryo Okui and Danyang Xie), 平成20 年(2008 年)12 月
“Subjective Beliefs and Risky Behavior in Youths,”
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京都大学
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4 2008-2009年 Research Grants Council (HKUST643907)
 “Analysis of autocovariance with panel data: Persistency versus
unobserved heterogeneity,”
5 2007-2010年 香港科技大学(RPC06/07.BM04)
“Private Signals, Information Processing and the No Trade Theorem - An
Experimental Investigation,” with Tanjim Hossain (principal investigator)
and Sudipto Dasgupta,
6 2005-2007年 香港科技大学(DAG05/06.BM16)




4 “香港で教育に携わって感じたこと,” 東アジアへの視点, pp. 65-66, 第17 巻3 号,
平成18 年(2006年)9 月発行
“納得できるオリンピック選手の選び方,” (奥井亮, 肥前洋一)









“香港における統計教育,” 日本統計学会会報, No.131, 平成19 年(2007 年)4 月発行
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国際研究集会「数理統計学と金融・計量経済学の理論と応用」, 京都, 11 月;
 Asian Meeting of the Econometric Society, Seoul, 韓国, 8 月;
一橋大学(経済理論), 4 月; 一橋大学(経済統計), 4月;
日本統計学会春季大会, 東京, 3 月; 名古屋大学, 1 月;
関西計量経済学研究会, 大阪, 1 月
Conference in honor of Professor Kimio Morimune’s “Kanreki,” 京都, 7 月;
Universidad Carlos III de Madrid, 6 月; アジア経済研究所, 6 月;
香港科技大学, 4 月; Hitotsubashi Conference on Econometrics, 1 月
Far East and South Asia Meeting of the Econometric Society, 東京, 8 月;
International Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2009), 京都, 7 月;
大阪大学, 1 月; 京都大学, 1 月; 関西計量経済学研究会, 神戸, 1 月
University of Pennsylvania, 11 月; Yale University, 10 月; Yale University, 9 月;
京都大学, 7 月; Far Eastern Meeting of the Econometric Society, Seoul, 韓国, 6 月
National Univeristy of Singapore, 3 月
MODSIM07, Christchurch, New Zealand, 12 月: Hitotsubashi Conference on Econometrics,11
月; 　京都大学, 8 月; 14th Conference on Panel Data, 廈門, 中国, 7 月; Far Eastern Meeting of
the Econometric Society, 台北, 台湾, 7 月; 東京大学, 6 月; 横浜国立大学, 6 月; 一橋大学, 6
月; The Third Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2007), 香港, 4 月;関
西計量経済学研究会, 横浜, 2 月; 北海道大学, 1 月; 神戸大学, 1 月
The Fourth Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2008), Seoul, 韓国,5 月;
関西計量経済学研究会, 大阪, 2 月
福岡大学, 12 月; MODSIM05, Melbourne, Australia, 12 月;
神戸大学, 6 月; 12th Conference on Panel Data, Copenhagen, Denmark, 6 月;
 京都大学, 6 月; 慶応大学, 6 月; 香港科技大学, 2 月; 高麗大学校, 2 月;
Singapore Management University, 2 月; 筑波大学, 2 月;
University of Wisconsin-Madison, 2 月; Carleton University, 1 月;
University of Michigan, 1 月; University of Western Ontario, 1 月
Hitotsubashi Conference on Econometrics, 11 月; 横浜国立大学, 11 月;
第13 回情報論的学習理論ワークショップ(IBIS2010), 東京, 11 月;
CIREQ seminar, Concordia University, 10 月;
International Symposium on Econometric Theory in Honor of Takeshi Amemiya's Contribution
to Econometrics, 上海, 中国, 8 月;
東京大学, 6 月; 日本経済学会春季大会, 千葉, 6 月;
International Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2010), Singapore,4 月;




中級計量経済学, 応用計量経済学(大学院学部共通), 平成22 年度後期, 平成23 年度後期
中級統計学(大学院), 平成22 年度前期
授業(香港科技大学)








日本経済学会春季大会, 千葉, 平成22 年(2010 年)6 月
Econometrica, Econometric Theory, Journal of Econometrics, Econometric Reviews, Journal of
Business and Economic Statistics, Economics Bulletin, Journal of Applied Econometrics, Annals
of the Institute of Statistical Mathematics, Journal of Time Series Analysis, Journal of the
American Statistical Association, Communications in Statistics - Theory and　Methods, Journal
of Systems Science and Complexity, Empirical Economics, Economics Letters, Statistics and
Probability Letters,　Research Grants Council of Hong Kong
学会活動
ECON328, Econometrics for Cross-Section and Panel Data (学部生向け), Spring 2007
ECON530, Econometrics (博士課程学生向け), Spring 2008
ECON233, Introduction to Econometrics (学部生向け), Fall 2005, Spring 2006, Fall 2006, Fall
2007, Spring 2008, Fall 2008, Spring 2009
“Recent Development in Panel Data Analysis,” 一橋大学, 平成21 年(2009 年)6 月
The Third Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2007),
香港, 平成19年(2007 年)4 月
2009 International Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2009),
京都, 平成21 年(2009 年)7 月8 月
International Econometric Review (旧Eurasian Review of Econometrics), 平成18 年(2006年) よ
り







































































Palgrave, New York, 2001.
『インセンティブ設計の経済学』（伊藤秀史氏と共編）（けい草書房）2004年






















 (福田祐一氏と共著), Problems and Perspectives of Management, pp. 43-58, 2003.
"Ｍ＆Ａ時におけるストック・オプションと従業員の企業特殊人的資本,"
Journal of Corporate Finance, Vol. 10, pp. 615-638, 2004.
"Incentive Transfer Schemes with Marketable and Nonmarketable Public Services,"
 (with Nobuo Akai and Keizo Mizuno) Journal of Institutional and theoretical Economics,
Vol.166, pp.614—640, 2010.
"エージェンシィ問題のもとでの経営者交代の最適タイミング,"
 (堀敬一氏と共著) Journal of Economic Dynamics and Control,  Vol.33, pp.1962-1980, 2009.
"Reforming corporate Governance and Employment Relations,"
(with Mami Kobayashi) Employment Relations: Changing Scenario,  Bharti Thakor ed (ed.),
2008.
"Security Design, Insider Monitoring, and Financial Market Equilibrium,"
Corporate Governcne and Corporate Finance,  Ruud A.I.van Frederikslust, James S. Ang and
P. Sudi Sudarsanam (eds.), Routledge, New York, 2008.
"On Executive Agency Systems,"
(with Keizo Mizuno and Nobuo Akai) Osaka Economic Papers,  Vol.55, pp.153-159, 2005.
「メインバンクをめぐる新しい問題：「メイン寄せ」の理論的分析」,
(小林磨美氏,寺崎真美子氏,中村友哉 氏と共著） 『金融研究』 Vo.29, pp.1-45、2010年
"中央銀行に対する最適契約と公債政策,"
（内田浩史，藤木裕氏と共著）The Japanese Economic Review, Vol. 55, pp .372-400, 2004.
"Reformong Corporate Governance and employment Relations,"
(with Mami Kobayashi) Japan Labor Review,  Vol.2, pp. 58-80, 2005.






(小林磨美氏と共著) Journal of Economic Research, Vol. 8, pp. 169-178, 2003.
"Double Moral Hazard and Renegotiation,"
(with Mami Kobayashi) Research In Economics,  Vol.59, pp.345-364, 2005.
"Optimal Scheme of Injection of Public Funds Under Moral Hazard Incentive for Banks,"
The Japanese Economic Review,  Vol.56, pp.223-247, 2005.
"資産動学と企業組織の内生的デザイン,"























Journal of Economic Theory, Vol. 50, pp. 175-192, 1990.
暗黙契約と評判，季刊理論経済学，Vol. 40, pp. 109-121, 1989.
日本の労働市場における暗黙契約，（井上徹氏と共著）
Journal of the Japanese and International Economies, Vol. 2, pp .181-198, 1988.
"年金と終身雇用契約," 季刊理論経済学, Vol. 38, pp. 107-123, 1987.
"企業買収時における契約破棄と再交渉,"
The Japanese Economic Review, Vol. 47, pp. 346-367, 1996.
"株式持合いと企業支配,"
 Journal of Banking and Finance, Vol. 20, pp. 1047-1068, 1996.
"私的情報経済における再交渉防止ロテリー均衡,"
Journal of Economic Theory, Vol. 65, pp. 435- 467, 1995.
"メインバンク・システム，暗黙契約，および後払い賃金システムの信頼性,"
 (芹田敏夫氏と共著)　「労働市場と経済パフォーマンス」
(橘木敏詔著) Macmillan, London, pp. 312-346, 1994に所収
"内生的成長モデルにおける基礎研究と応用研究," 大阪大学経済学，Vol. 42, pp. 144-167,
1992.
"競合する実物景気変動モデルに関するテスト,"
（井上徹氏と共著）International Economic Review, Vol. 32, pp. 669-688, 1991.
"預金保険と銀行規制のもとでの銀行への資本注入,"
「銀行，資本市場，およびコーポレート・ガバナンス」
（橘木俊詔氏と共著）　Palgrave, New York, 2001に所収
"プリンシパルの再交渉オファーを持つ複数エージェント・インセンティブ契約の実行,"
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4月14日　"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
Carlos III University （マドリッド・スペイン）
5月17－18日　Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets (part 2)
Ajou University 大韓民国
8月17日　"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
The World Congress of the Econometric Society, （上海・中華人民共和国）
9月27－28日　Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets (part 3)
Ajou University 大韓民国
3月21日　"Optimal taxation and constrained inefficiency in an infinite-horizon economy with
incomplete markets"
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"A Generalization of Scarf's Theorem: an alpha -Core Existence Theorem without Transitivity or
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シンガポール経営大学経済学部
"On Incentive Compatibility and Constrained Optimality of Incomplete Market Equilibria,''
Hitotsubashi Journal of Economics  34, (1993), 123-135.
"Many Good Choice Axioms: When can Many-Good Lotteries be Treated as Money Lotteries ?,''
with Simon Grant and Ben Polak, Journal of Economic Theory  56, (1992), 313-337.
"Many Good Risks: An Interpretation of Multivariate Risk and Risk Aversion without the
Independence Axiom,'' with Simon Grant and Ben Polak, Journal of Economic Theory  56,
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"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
11月10日　Center for Economic and Policy Research (CEPR),
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
7月3日　神戸大学経済学部
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
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"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
9月28日　復旦大学経済学部（上海）
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
8月12日　SWET2009(北海道夏季研究集会）（北海道大学）
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Introduction to Game Theoretic Analysis in Economics
10月24日　法政大学経済学部
"Constrained inefficiency and optimal taxation under uninsurable risks"
9月29日　南京大学経済学部（南京）
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"Decomposable Choice under Uncertainty.
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 "On the Range of the Risk-Free Interest Rate in Incomplete Markets"
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"Equilibrium Selection in the Yano Model of Price Leadership,"
Pacific Economic Review 13, 649--655, 2008.
"Law and Economics of M&A Markets," in Makoto Yano, ed.,
The Japanese Economy - A Market Quality Perspective, Keio University Press, 2008,
with Makoto Yano.
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences,"
International Journal of Economic Theory 2, 365--383, 2006, with Makoto Yano.
"On Yano's Price Leadership Game," in Takashi Kamihigashi and Laixun Zhao, eds.,
International Trade and Economic Dynamics: Essays in Memory of Koji Shimomura, Springer,

















The Chukyo-Kyoto International Conference on International Trade and Macroeconomic
Dynamics
"Price Competition or Tacit Collusion"
2011年11月20日（日曜日）　会場：名古屋都市センター
International Conference of Economic Research Institutes in East Asia
"Market Quality and Competition"（矢野誠教授との共同報告）
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6th International Conference on Economic Theory
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2008年12月13日（土曜日） 　会場：ウェスティン都ホテル京都
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"Competition and the Creation and Destruction of Inertia"
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10th SAET Conference on Current Trends in Economics
"Consumer Inertia and Market Structure"
2010年8月15日（日曜日）　会場：Grand Copthorne Waterfront Hotel, Singapore
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"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
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法と経済学会第４回全国大会
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
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IEFS Japan Annual Meeting 2005
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"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年9月16日（金曜日）  　会場： 法政大学市ヶ谷キャンパス92年館（大学院棟）
日本経済学会2004年度春季大会
"Illiquid Securities and Time-Inconsistent Preferences"
2004年6月12日（土曜日） 　会場：明治学院大学白金校舎
日本経済学会2004年度秋季大会
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 『ESP』, 2009年1・2月号, 経済企画協会
環境経済・政策学会
International Society for Ecological Economics
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『EARTHLING　地球人として生きるためのガイドブック』 , ソル・メディア
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Education for Sustainable Consumption in Northeast Asia, 財団法人地球環境戦略研究機関
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 佐藤正弘（2011）, 「3度目の地球サミットに向け、「Japan VOICES」プロジェクトが始動」 ,























『自然資本への投資』をどう進めるか」, 『日経エコロジー』, 4月号, 日経ＢＰ社
佐藤正弘（2012）, 「到来するグリーンエコノミーVol.7　世界が本気になり始めたポストGDP」,
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これらの一連の成果をまとめた書籍として、『グローバルイノベーション』（慶應義塾大学出版、2011
年）、『現代日本企業の国際化－パネルデータ分析』（岩波書店、2011年）が出版された。 
 
【現在の研究内容】 
国際貿易を特徴づける生産工程のフラグメンテーションとアウトソーシングに伴う経済現象が企
業異質性(Heterogeneity)と市場制度によってどのような影響を受けるかを理論面、実証面から明らか
にすることによって、国際的に顕著な進展が見られるこの分野の研究をさらに発展させる。具体的
には、① 「多国籍企業の海外子会社による生産(フラグメンテーション)」と「輸出」の選択に対し
て、市場の異質性、企業異質性がどのような影響を与えるか② 「多国籍企業の海外子会社における
生産・中間財の企業内国際取引」(intra-firm transaction)と「海外市場での調達・海外への生産（サー
ビスの生産を含む）委託」(arm’s length transaction)との選択に対して、市場の異質性、産業特性、
企業異質性がどのような影響を与えるか、③ R&D における国内集中と海外展開とが企業異質性に
よってどのように影響されるか④ 契約条件の明示性を高める市場条件が、海外調達における「企業
内取引」と「市場取引」の選択・R&D の海外展開に対してどのような影響を与えるか、を理論面・
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実証面から明らかにするとともに、⑤ 企業の多面的な国際展開（財の生産、サービスの生産、R&D 
の展開）を踏まえて、企業境界を明らかにする。また、企業のグローバリゼーションが雇用調整コ
ストの高い正規雇用から雇用調整コストの低い非正規雇用へのシフトを促すことを理論・実証分析
により明らかにする。 
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